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括

　
　
一
九
三
六
年
世
襲
農
場
法
令
国
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園
く
に
よ
る
相
続
規
制
の
改
正

　
　
　
小
序

　
　
　
法
定
一
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続
順
位
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被
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続
人
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る
一
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続
人
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定
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世
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農
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す
る
改
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苛
酷
事
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五



早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）

四五

6123456789 　
小
括

一
九
四
三
年
世
襲
農
場
継
続
形
成
令
国
田
く
に
よ
る
改
正

　
第
二
次
世
界
大
戦
と
ド
イ
ツ
農
業

　
「
農
民
」
概
念
の
拡
大

　
入
婚
し
た
夫
の
地
位
と
農
民
的
管
理
用
益
権

　
配
偶
者
の
一
子
相
続
人
へ
の
指
定

　
生
存
配
偶
者
の
農
民
的
管
理
用
益
権

　
夫
婦
世
襲
農
場

　
そ
の
他
の
一
子
相
続
に
関
す
る
改
正

　
苛
酷
事
例
の
救
済

　
世
代
交
替
促
進
の
た
め
の
措
置

総
括

一
四
六

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
ナ
チ
ス
期
ド
イ
ツ
の
農
地
法
制
の
展
開
・
確
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
こ
で
の
考
察
は
、
政
権
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

当
初
の
第
一
次
四
ヶ
年
計
画
期
お
よ
び
第
二
次
四
ヶ
年
計
画
期
の
前
半
に
、
す
な
わ
ち
一
九
三
三
年
か
ら
三
七
年
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
の
ナ
チ
ス
党
政
府
に
よ
る
農
地
立
法
を
分
析
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
て
留
保
し
た
（
前
稿
②
四
3
）
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

戦
時
体
制
後
期
に
あ
た
る
一
九
四
三
年
九
月
三
〇
日
の
世
襲
農
場
継
続
形
成
令
ぼ
浮
o
頃
o
旨
げ
ま
9
σ
q
署
R
R
魯
巨
騎
（
以
下
「
継
続
令
」
ま

た
は
国
国
閃
く
と
略
）
を
中
心
に
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
と
こ
ろ
で
筆
者
が
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
様
に
、
世
襲
農
場
法
制
は
、
一
九
三
三
年
九
月
二
九
日
の
ラ
イ
ヒ
世
襲
農
場
法
図
o
ざ
房
－



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
6
）

R
霞
o
齢
霧
爵
（
以
下
に
国
O
と
略
）
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
、
三
六
年
一
二
月
二
一
日
の
世
襲
農
場
法
令
甲
浮
o
ヰ
9
窪
零
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

o
a
崖
轟
（
以
下
「
三
六
年
令
」
ま
た
は
団
＝
菊
く
と
略
）
お
よ
び
同
日
の
世
襲
農
場
手
続
令
甲
浮
o
才
臼
貯
ぼ
o
霧
自
鼠
巨
α
q
（
以
下
国
＝
≦
O
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

略
）
に
よ
っ
て
大
き
く
変
容
す
る
。
そ
し
て
本
稿
で
考
察
す
る
継
続
令
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
大
き
な
改
正
立
法
で
あ
る
が
、
改
正
の
主

要
眼
目
は
、
世
襲
農
場
の
相
続
順
位
に
関
し
て
新
規
制
を
行
な
う
こ
と
、
お
よ
び
世
襲
農
場
所
有
者
と
そ
の
家
族
（
特
に
配
偶
者
）
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

関
係
に
つ
い
て
規
制
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
親
族
・
相
続
法
的
規
制
が
、
閃
国
○
、
三
六
年
令
・

国
顕
≦
○
、
継
続
令
と
経
緯
し
て
い
く
な
か
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
て
い
こ
く
と
に
し
た
い
。
し
か
し
、
前
稿
①
②

に
お
い
て
は
、
論
述
の
重
点
を
財
産
法
的
側
面
に
置
い
て
い
た
た
め
、
男
国
の
お
よ
び
三
六
年
令
・
国
缶
≦
○
の
親
族
・
相
続
法
的
規
制

に
関
し
て
は
十
分
な
考
察
を
行
な
い
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
二
お
よ
び
三
で
、
各
々
召
の
お
よ
び
三
六
年
令
に
関

し
て
必
要
な
再
論
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
親
族
・
相
続
法
的
規
制
に
関
し
て
補
充
す
る
こ
と
に
す
る
。
次
に
四
で
は
継
続
令
に
つ
い
て
論

述
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

　
鈴
木
直
哉
「
世
襲
農
場
法
と
ナ
チ
ス
農
地
法
制
の
展
開
」
（
早
稲
田
法
学
会
誌
・
第
三
四
巻
・
一
九
八
四
年
”
以
下
「
前
稿
①
」
と
引
用
）
。
同

「
ナ
チ
ス
世
襲
農
場
制
と
農
地
賃
貸
借
規
制
」
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
・
第
三
一
号
・
一
九
八
四
年
”
以
下
「
前
稿
②
」
と
引
用
）
。

　
ナ
チ
ス
期
は
経
済
政
策
に
よ
っ
て
次
の
四
期
に
区
分
さ
れ
る
Q
①
第
一
次
四
ケ
年
計
画
期
二
九
三
三
年
～
三
六
年
九
月
。
②
第
二
次
四
ケ
年

計
画
期
二
一
一
六
年
一
〇
月
～
三
九
年
八
月
。
③
戦
時
体
制
前
期
“
三
九
年
九
月
～
四
二
年
八
月
。
④
戦
時
体
制
後
期
“
四
二
年
九
月
～
終
戦
。
詳

細
は
前
稿
①
六
頁
注
（
9
）
を
参
照
。

　
前
注
参
照
。

　
正
式
名
称
は
、
＜
0
8
乱
ロ
仁
ロ
o
q
N
葺
閃
o
旨
獣
匡
q
昌
騎
山
R
国
＆
ゲ
o
諌
①
島
＄
（
ロ
ま
7
0
融
o
旨
窪
匡
賃
昌
α
q
零
R
o
乱
昌
仁
昌
の
ー
国
＝
閃
＜
1
）
．

＜
o
ヨ
ω
ρ
ω
①
℃
冨
召
げ
R
一
漣
o
o
●
（
国
O
ω
一
、
目
oo
。
忽
O
）

ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七



　
　
　
早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

　
（
5
）
　
国
O
切
一
●
一
8
ω
一
ψ
8
9
こ
れ
に
は
以
下
三
つ
の
施
行
令
U
ξ
畠
容
ぼ
仁
昌
鴨
お
8
巳
昌
β
口
の
が
あ
る
。
第
一
施
行
令
（
三
三
年
一
〇
月
一
九

　
　
　
日
”
幻
O
匹
」
ψ
謹
曾
以
下
一
。
U
く
と
略
）
。
第
二
施
行
令
（
三
三
年
一
二
月
一
九
日
”
国
O
里
」
ω
」
0
8
”
以
下
P
U
＜
と
略
）
。
第

　
　
　
三
施
行
令
（
三
四
年
四
月
二
七
日
“
閃
O
匹
」
ψ
ω
お
”
以
下
G
。
・
U
＜
と
略
）
。

　
（
6
）
菊
9
W
一
」
ψ
一
〇
①
O
●

　
（
7
）
”
O
匹
・
一
ω
ゆ
一
〇
〇。
ド

　
（
8
）
　
以
上
に
つ
き
前
稿
①
、
特
に
同
二
、
三
を
参
照
。

　
（
9
）
　
こ
う
し
た
規
制
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
必
然
性
に
つ
い
て
は
、
後
に
総
括
す
る
（
四
、
五
参
照
）
。

　
　
　
　
二
　
一
九
三
三
年
ラ
イ
ヒ
世
襲
農
場
法
園
国
O
に
よ
る
相
続
規
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
1
　
世
襲
農
場
の
成
立
要
件

　
幻
国
の
に
よ
れ
ば
、
農
業
ま
た
は
林
業
に
利
用
さ
れ
て
い
る
所
有
地
で
、
農
民
能
力
あ
る
『
諾
9
富
匡
の
自
然
人
の
単
独
所
有
に
属
し

（
即
国
O
第
一
条
）
、
自
活
可
能
面
積
＞
鼻
o
旨
”
拝
巨
α
q
”
七
・
五
㎞
以
上
で
（
同
第
二
条
、
一
・
U
＜
第
三
四
条
一
項
）
、
　
二
一
五
㎞
以
下
（
国
国
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

第
三
条
）
の
も
の
は
総
て
「
世
襲
農
場
国
目
浮
o
ご
と
な
る
。
世
襲
農
場
の
所
有
者
は
「
農
民
ω
窪
R
」
と
称
す
る
（
第
一
一
条
）
。
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
成
立
し
た
新
し
い
経
営
カ
テ
ゴ
リ
ー
“
世
襲
農
場
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
・
負
担
設
定
に
関
し
て
↓
子
相
続
裁
判
所
の
許
可
を
要
し
（
第

三
七
条
）
、
金
銭
債
権
に
基
づ
く
強
制
執
行
を
禁
止
さ
れ
（
第
三
八
条
）
、
法
律
上
当
然
に
一
括
相
続
さ
れ
る
（
第
一
九
条
）
。

　
2
　
世
襲
農
場
の
法
定
一
子
相
続
順
位

O
　
農
民
“
世
襲
農
場
所
有
者
が
死
亡
す
る
場
合
に
は
、
世
襲
農
場
は
、
法
定
相
続
順
位
お
よ
び
遺
産
分
割
に
関
し
て
、
相
続
財
産
の
特

　
　
　
　
　
　
（
4
）

別
部
分
を
構
成
し
、
法
律
上
当
然
に
一
括
し
て
一
子
相
続
人
に
承
継
さ
れ
る
（
勾
国
O
第
一
九
条
）
。
被
相
続
人
が
死
因
処
分
に
よ
っ
て
一

子
相
続
人
を
指
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
（
も
っ
と
も
死
因
処
分
に
よ
る
指
定
の
自
由
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
る
”
後
述
3
）
、
次
の
よ
う
な
法



定
一
子
相
続
順
位
に
基
づ
い
て
一
子
相
続
人
が
定
ま
る
。

O
　
園
国
O
第
二
〇
条
は
、
一
子
相
続
順
位
に
関
し
て
以
下
の
第
一
な
い
し
第
六
の
相
続
順
位
を
定
め
て
い
る
。
第
一
相
続
順
位
は
、
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

相
続
人
の
息
子
。
こ
の
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
者
の
息
子
お
よ
び
「
息
子
の
息
子
留
ぼ
。
ω
8
ぼ
」
が
代
わ
る
。
第
二
相

続
順
位
は
、
被
相
続
人
の
父
。
第
三
相
続
順
位
は
、
被
相
続
人
の
兄
弟
。
こ
の
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
者
の
息
子
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
息
子
の
息
子
」
が
代
わ
る
。
第
四
相
続
順
位
は
、
被
相
続
人
の
娘
。
こ
の
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
者
の
息
子
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
息
子
の
息
子
」
が
代
わ
る
。
第
五
相
続
順
位
は
、
被
相
続
人
の
姉
妹
。
こ
の
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
者
の
息
子
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
息
子
の
息
子
」
が
代
わ
る
。
第
六
相
続
順
位
は
、
被
相
続
人
の
女
性
卑
属
お
よ
び
こ
の
者
の
子
孫
で
、
第
四
相
続
順
位
に
属
さ
な
い

者
。
第
六
相
続
順
位
内
で
は
、
被
相
続
人
の
男
系
（
被
相
続
人
と
男
性
だ
け
を
介
し
て
血
族
関
係
を
有
す
る
男
性
）
に
近
い
者
が
遠
い
者
に
優
先

し
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
男
性
が
優
先
す
る
。
以
上
の
第
一
な
い
し
第
六
相
続
順
位
の
間
で
は
、
先
順
位
の
血
族
く
R
≦
き
象
R
が
存
在

す
る
限
り
、
後
順
位
の
血
族
は
一
子
相
続
人
に
な
ら
な
い
（
第
二
一
条
二
項
）
。

日
　
世
襲
農
場
の
所
有
者
は
農
民
能
力
が
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
こ
と
（
前
述
－
・
前
稿
①
二
3
）
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
農
民
能

力
の
な
い
者
は
一
子
相
続
人
と
し
て
欠
格
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
こ
の
欠
格
者
が
相
続
事
件
時
に
死
亡
し
て
い
る
も
の
と
仮
定
し
て
一
子

相
続
入
を
決
定
す
る
（
国
国
O
第
一
二
条
一
項
）
。

　
第
二
相
続
順
位
以
外
の
五
つ
の
相
続
順
位
の
う
ち
の
一
つ
に
、
複
数
の
者
が
存
在
し
て
い
る
場
合
（
例
”
複
数
の
息
子
、
兄
弟
な
ど
）
に

は
、
当
該
地
域
に
妥
当
し
て
い
る
慣
行
に
従
っ
て
、
最
年
長
者
ま
た
は
最
年
少
者
が
一
子
相
続
人
と
な
る
。
特
定
の
慣
行
が
存
在
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

場
合
に
は
、
最
年
少
者
が
三
・
相
続
人
と
な
る
（
同
第
三
項
）
。
ま
た
、
既
に
世
襲
農
場
を
所
有
す
る
者
は
一
子
相
続
人
と
し
て
欠
格
し
、

こ
の
欠
格
者
が
死
亡
し
て
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
一
子
相
続
人
と
な
る
者
（
目
次
順
位
の
一
子
相
続
人
）
が
相
続
す
る
。
た
だ
し
、
上
記
の

欠
格
者
が
、
新
し
い
世
襲
農
場
を
承
継
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
一
子
相
続
裁
判
所
に
行
な
う
場
合
に
は
こ
れ
を
承
継
で
き
る
が
、
従
前
に

　
　
　
　
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九



　
　
　
早
稲
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学
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第
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一
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八
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一
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

所
有
し
て
い
た
世
襲
農
場
は
、
右
記
の
次
順
位
の
一
子
相
続
人
に
移
転
す
る
（
第
二
二
条
）
。

㊨
　
以
上
の
法
定
一
子
相
続
順
位
に
関
し
て
特
に
目
を
引
く
こ
と
は
、
被
相
続
人
の
娘
が
第
四
相
続
順
位
に
置
か
れ
、
被
相
続
人
の
父
お

よ
び
兄
弟
に
劣
後
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
規
定
は
通
常
の
慣
習
か
ら
乖
離
し
て
お
り
、
農
民
層
の
間
に
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

安
を
惹
き
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
男
国
O
第
二
一
条
七
項
お
よ
び
ド
U
＜
第
八
条
は
経
過
措
置
と
し
て
、
土
地
財
産
が
世

襲
農
場
に
な
っ
た
時
点
以
後
初
め
て
の
相
続
事
件
に
お
い
て
は
、
第
四
相
続
順
位
の
者
（
娘
等
）
は
、
第
二
相
続
順
位
の
者
（
父
）
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

第
三
順
位
の
者
（
兄
弟
等
）
に
優
先
す
る
と
規
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
被
相
続
人
に
息
子
が
い
な
い
場
合
、
ま
た
は
相
続
事
件
時
に

被
相
続
人
の
息
子
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
、
娘
が
被
相
続
人
の
父
や
兄
弟
に
優
先
し
て
法
定
一
子
相
続
人
に
な
る
こ
と
に
な
る
。

　
3
　
被
相
続
人
に
よ
る
一
子
相
続
人
の
指
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

O
　
扇
○
劇
に
よ
る
相
続
の
場
合
に
は
、
被
相
続
人
は
死
因
処
分
に
よ
り
自
由
に
相
続
人
を
指
定
で
き
る
。
ま
た
、
ナ
チ
ス
期
以
前
に
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

ン
ト
法
と
し
て
存
在
し
て
い
た
一
子
相
続
法
も
、
被
相
続
人
の
死
因
処
分
の
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
世
襲
農
場
の
一
子
相
続
人
の
指
定
に
関
し
て
は
国
国
O
に
よ
っ
て
様
々
な
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
被
相

続
人
は
死
因
処
分
に
よ
っ
て
、
一
子
相
続
権
に
よ
る
相
続
順
位
を
排
除
ま
た
は
制
限
で
き
な
い
（
第
二
四
条
一
項
）
。
従
っ
て
、
世
襲
農
場

を
複
数
の
相
続
人
に
相
続
さ
せ
る
よ
う
な
指
定
を
行
な
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
何
ら
か
の
点
で
閃
国
O
と
異
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

っ
た
相
続
順
位
を
定
め
る
こ
と
も
、
死
因
処
分
に
よ
る
一
子
相
続
権
の
排
除
・
制
限
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
先
順
位
の
一
子
相
続
人
が
欠
格

（
死
亡
・
農
民
能
力
の
欠
如
）
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
別
段
の
法
規
制
が
な
い
限
り
、
後
順
位
の
一
子
相
続
入
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。⇔
　
次
に
、
先
述
の
六
つ
の
相
続
順
位
の
範
囲
内
で
相
続
人
を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
規
制
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
第
一
順
位
の
者
（
息
子
等
）
が
複
数
存
在
す
る
と
き
に
は
、
当
該
地
域
に
一
子
相
続
慣
行
が
な
い
場
合
、
被
相
続
人
に
ょ
る
自



由
指
定
が
通
常
で
あ
る
場
合
、
重
大
な
理
由
が
あ
り
一
子
相
続
裁
判
所
が
許
可
し
た
場
合
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
、
被
相
続
人
は
右
の

者
の
う
ち
一
人
を
一
子
相
続
人
に
指
定
で
き
る
（
第
二
五
条
一
項
）
。

　
第
二
に
、
第
四
順
位
（
娘
等
）
に
関
し
て
は
、
被
相
続
人
は
、
重
大
な
理
由
が
あ
り
か
っ
一
子
相
続
裁
判
所
の
許
可
が
あ
る
場
合
に
は
、

第
一
順
位
（
息
子
等
）
、
第
二
順
位
（
父
）
、
第
三
順
位
（
兄
弟
等
）
の
者
が
存
在
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
第
四
順
位
の
者
を
一
子
相

続
人
に
指
定
で
き
る
（
同
第
三
項
）
。

　
第
三
に
、
第
一
順
位
（
息
子
等
）
の
者
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
被
相
続
人
は
、
第
二
な
い
し
第
六
順
位
の
者
を
一
子
相
続
人
に
指
定

で
き
、
一
子
相
続
裁
判
所
の
許
可
を
受
け
れ
ば
、
先
順
位
の
者
が
欠
格
し
て
い
な
く
て
も
後
順
位
の
者
を
指
定
で
き
る
（
同
第
四
項
）
。

◎
　
最
後
に
、
第
一
な
い
し
第
六
順
位
の
者
が
存
在
し
な
い
場
合
に
限
り
、
被
相
続
人
は
そ
れ
以
外
の
者
を
一
子
相
続
人
に
指
定
で
き
る

（
同
第
五
項
）
。
自
己
の
配
偶
者
を
一
子
相
続
人
に
指
定
で
き
る
の
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
る
。

　
4
　
夫
婦
世
襲
農
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

0
　
1
で
も
述
べ
た
様
に
、
世
襲
農
場
は
自
然
人
の
単
独
所
有
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
（
勾
国
O
第
一
条
）
、
複
数
の
者
の
共
有
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

は
法
人
所
有
に
属
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
（
第
一
七
条
）
。
し
か
し
召
⇔
の
施
行
令
は
経
過
措
置
と
し
て
、
夫
婦
の
共
有
等
に
あ

る
農
場
に
つ
い
て
も
世
襲
農
場
の
成
立
を
認
め
た
（
こ
れ
を
夫
婦
世
襲
農
場
国
ぽ
α
q
葺
8
R
導
亀
と
い
う
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

　
す
な
わ
ち
、
単
独
所
有
の
要
件
を
除
く
世
襲
農
場
の
成
立
要
件
を
満
た
す
土
地
財
産
が
、
＠
一
九
三
三
年
一
〇
月
一
日
（
即
国
O
施
行
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

に
、
夫
婦
財
産
共
同
制
の
合
有
財
産
ま
た
は
そ
の
他
の
夫
婦
の
共
有
に
属
す
る
場
合
、
㈲
同
年
一
二
月
二
一
日
（
ド
U
＜
第
五
条
の
施
行
日
）

に
、
一
部
は
夫
の
単
独
所
有
、
一
部
は
妻
の
単
独
所
有
に
属
す
る
場
合
、
＠
同
日
に
、
一
部
は
夫
婦
の
共
有
、
一
部
は
夫
婦
の
一
方
ま
た

は
双
方
の
単
独
所
有
に
属
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
土
地
財
産
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
以
降
に
お
い
て
夫
婦
世
襲
農
場
と
な
る
（
一
・
O
＜

第
六
二
条
一
項
、
ド
ご
く
第
五
条
一
項
）
。

　
　
　
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一



　
　
　
早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

⇔
　
夫
婦
世
襲
農
場
の
場
合
に
は
、
夫
婦
は
、
相
続
契
約
ま
た
は
共
同
遺
言
に
よ
っ
て
、
次
の
様
な
一
子
相
続
人
の
指
定
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
る
（
一
。
U
＜
第
六
二
条
二
項
、
鱒
●
U
＜
第
五
条
二
項
）
。
①
夫
婦
の
相
互
を
一
子
相
続
人
に
指
定
す
る
こ
と
、
ま
た
は
②
一
方
の
配
偶

者
が
死
亡
し
た
場
合
あ
る
い
は
生
存
配
偶
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
、
世
襲
農
場
が
、
閑
国
O
第
二
〇
条
、
二
一
条
に
よ
っ
て
夫
婦
の
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

れ
か
一
方
の
一
子
相
続
人
に
な
る
者
、
ま
た
は
同
第
二
五
条
に
よ
っ
て
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
の
一
子
相
続
人
に
指
定
さ
れ
得
る
者
を
一

子
相
続
人
と
し
て
こ
れ
に
帰
属
す
る
旨
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㊧
　
夫
婦
が
右
の
指
定
を
行
な
わ
な
か
っ
た
場
合
の
法
定
一
子
相
続
順
位
に
関
し
て
は
次
の
様
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
③
妻
が
死
亡
し
た

場
合
に
は
、
農
場
は
夫
を
一
子
相
続
人
と
し
て
こ
れ
に
帰
属
し
、
④
夫
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
妻
の
生
死
に
か
か
わ
り
な
く
、
農
場
は

閃
国
O
第
二
〇
条
、
一
二
条
に
よ
っ
て
夫
の
一
子
相
続
人
に
な
る
者
を
一
子
相
続
人
と
し
て
こ
れ
に
帰
属
す
る
（
一
・
O
＜
第
六
二
条
三
項
、

ド
U
＜
第
五
条
三
項
）
。

㊨
　
こ
の
時
期
に
お
け
る
夫
婦
世
襲
農
場
の
規
定
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
次
の
四
つ
を
指
摘
し
て
お
く
。
第
一
に
、
あ
く
ま

で
経
過
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
夫
婦
世
襲
農
場
が
一
旦
相
続
さ
れ
る
と
、
単
独
所
有
の
世
襲
農
場
に
な
る
こ
と
。
第
三
に
、
単

独
所
有
の
世
襲
農
場
の
場
合
と
は
異
な
り
、
配
偶
者
を
一
子
相
続
人
に
指
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
（
前
記
①
）
。
第
四
に
、
法

定
相
続
に
関
し
て
、
妻
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
夫
が
一
子
相
続
人
と
な
る
の
に
対
し
て
（
前
記
③
）
、
夫
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
夫
の

単
独
所
有
の
場
合
と
同
様
に
法
定
一
子
相
続
人
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
（
前
記
④
）
。

　
5
　
小
　
括

　
以
前
に
筆
者
は
、
一
九
三
三
年
ラ
イ
ヒ
世
襲
農
場
法
は
、
ナ
チ
ス
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
の
総
括
を

　
（
1
8
）

行
っ
た
。
そ
の
結
論
は
本
章
で
見
た
閑
国
O
に
よ
る
相
続
規
制
に
つ
い
て
も
維
持
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
特
徴
を
示

す
諸
点
を
以
下
に
四
つ
指
摘
し
て
お
く
。



　
第
一
に
被
相
続
人
の
死
因
処
分
の
自
由
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
制
限
は
、
単
に
分
割
相
続
の
指
定
が
許
さ
れ

な
か
っ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
誰
を
一
子
相
続
人
に
指
定
し
得
る
か
と
い
う
点
、
お
よ
び
場
合
に
よ
っ
て
は
一
子
相
続
人
の
指
定
に
一
子
相

続
裁
判
所
の
許
可
を
要
す
る
と
い
う
点
に
も
及
ん
で
い
た
（
3
参
照
）
。

　
第
二
に
、
世
襲
農
場
制
は
男
女
を
区
別
し
、
男
性
優
先
の
規
定
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
。
こ
う
し
た
男
性
優
先
は
、
特
に
法
定
一
子
相

続
順
位
に
関
し
て
、
娘
は
息
子
に
、
姉
妹
は
兄
弟
に
劣
後
し
て
い
た
点
、
父
は
第
二
相
続
順
位
に
置
か
れ
て
い
た
の
に
母
に
は
法
定
相
続

順
位
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
点
、
さ
ら
に
娘
は
息
子
に
の
み
な
ら
ず
ー
2
㊨
に
示
し
た
経
過
措
置
が
あ
る
と
は
い
え
1
父
お
よ
び
兄

弟
に
す
ら
劣
後
し
て
い
た
点
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
制
の
根
拠
を
、
当
時
の
論
者
は
古
い
ド
イ
ツ
の
農
民
慣
習
は
男
性
相
続
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

あ
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
た
。

　
第
三
に
、
配
偶
者
に
は
法
定
一
子
相
続
順
位
が
与
え
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
単
独
所
有
の
世
襲
農
場
で
配
偶
者
を
一
子
相
続
人
に
指
定
で
き

る
の
は
、
第
一
な
い
し
第
六
相
続
順
位
の
者
が
総
て
欠
格
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
（
3
㊧
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
第
四
に
、
農
場
が
誰
に
由
来
す
る
か
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
農
場
が
他
の
血
族
に
流
出
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の

点
で
世
襲
農
場
制
が
農
民
層
に
受
け
入
れ
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
①
二
を
参
照
。

　
以
上
の
要
件
を
満
た
し
た
土
地
財
産
は
、
強
行
的
に
世
襲
農
場
に
な
る
。
世
襲
農
場
は
、

登
録
も
権
利
宣
言
的
意
義
し
か
有
し
な
い
（
閃
国
O
第
一
条
三
項
）
。

　
ま
た
、
世
襲
農
場
を
構
成
す
る
も
の
に
は
、
土
地
・
建
物
（
同
第
七
条
）
だ
け
で
な
く
、

び
経
営
管
理
の
た
め
の
家
畜
、
農
具
な
ど
の
従
物
（
菊
国
O
第
八
条
）
も
含
ま
れ
る
。

　
前
稿
①
二
5
（
一
〇
頁
）
を
参
照
。

ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容

世
襲
農
場
登
録
簿
に
職
権
で
登
録
さ
れ
る
が
、
こ
の

こ
れ
と
結
合
す
る
諸
権
利
（
P
U
＜
第
二
条
）
お
よ

一
五
三



　
　
早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四

（
4
）
従
っ
て
、
世
襲
農
場
を
構
成
す
る
財
産
（
注
（
2
）
）
に
は
、
民
法
典
切
O
ω
に
よ
る
相
続
権
は
発
生
し
な
い
。

（
5
）
　
こ
れ
ら
四
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
代
襲
相
続
で
あ
る
が
、
代
襲
者
は
、
文
字
通
り
、
被
代
襲
者
（
被
相
続
人
の
息
子
、
兄
弟
、
娘
、
姉
妹
）
の
「
息

　
　
子
」
お
よ
び
「
息
子
の
息
子
」
に
限
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
代
襲
者
の
範
囲
は
、
被
代
襲
者
の
「
娘
」
、
「
娘
の
息
子
」
、
「
娘
の
娘
」
、
そ
の
他
の

　
　
卑
属
（
曽
孫
な
ど
）
に
は
及
ば
ず
、
こ
れ
ら
の
者
は
第
六
相
続
順
位
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
（
＜
馳
腔
象
o
芦
U
霧
國
巴
o
訂
R
7

　
　
ゲ
o
ぼ
9
寓
”
ド
＞
仁
旨
｝
這
お
囚
霞
『
旨
ゲ
ρ
ψ
一
8
。
以
下
ω
一
〇
｛
o
昌
と
引
用
）
。

（
6
）
　
そ
の
他
一
子
相
続
順
位
の
細
則
と
し
て
は
、
複
数
の
息
子
の
間
で
は
最
初
の
妻
よ
り
出
生
し
た
息
子
が
優
先
し
、
複
数
の
兄
弟
ま
た
は
姉
妹
の

　
　
間
で
は
全
血
の
者
が
半
血
の
者
に
優
先
す
る
（
即
国
O
第
二
一
条
四
項
）
。

（
7
）
＜
の
一
。
ω
蕪
。
旨
”
ψ
一
〇
〇。
宍

（
8
）
　
ω
凶
o
｛
R
計
ψ
一
S
●

（
9
）
　
後
に
見
る
様
に
、
こ
う
し
た
規
定
は
、
一
九
四
三
年
の
継
続
令
で
事
実
上
の
継
続
規
定
と
な
る
（
四
参
照
）
。

（
1
0
）
　
死
因
処
分
と
は
、
遺
言
お
よ
び
相
続
契
約
を
指
す
。
前
者
に
よ
る
相
続
人
の
指
定
は
団
O
ω
第
一
九
三
七
条
、
後
者
の
そ
れ
は
同
第
一
九
四
一

　
　
条
。

（
1
1
）
　
民
法
典
施
行
法
第
六
四
条
二
項
は
、
　
「
ラ
ン
ト
の
法
律
は
、
一
子
相
続
法
に
服
す
る
不
動
産
を
被
相
続
人
が
処
分
す
る
権
利
を
制
限
す
る
こ
と

　
　
は
で
き
な
い
」
と
規
定
す
る
。
尚
、
前
稿
①
三
頁
注
（
1
）
を
も
参
照
。

（
1
2
）
　
ω
凶
o
｛
R
計
ω
・
昌
O
。

（
1
3
）
　
本
稿
三
で
見
る
よ
う
に
、
一
九
三
六
年
の
国
頃
国
く
に
よ
っ
て
、
夫
婦
世
襲
農
場
の
成
立
は
継
続
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
前

　
　
稿
①
一
一
頁
（
注
（
5
）
）
お
よ
び
一
四
頁
で
は
、
次
に
示
す
㈲
＠
の
型
態
の
夫
婦
世
襲
農
は
、
団
＝
閃
く
に
よ
っ
て
初
め
て
認
め
ら
れ
た
か
の
よ

　
　
う
な
誤
っ
た
説
明
を
し
た
が
、
本
稿
に
示
す
様
に
訂
正
す
る
。

（
1
4
）
　
正
確
に
は
、
即
国
O
第
一
条
な
い
し
第
四
条
、
お
よ
び
第
六
条
の
要
件
。

（
1
5
）
　
夫
婦
財
産
共
同
制
と
は
、
夫
お
よ
び
妻
の
財
産
を
、
夫
婦
の
合
有
財
産
と
し
（
ω
O
南
第
一
四
一
六
条
）
、
こ
の
合
有
財
産
を
夫
婦
契
約
の
定
め

　
　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
夫
ま
た
は
妻
、
ま
た
は
夫
婦
が
共
同
に
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
（
同
第
一
四
二
一
条
）
。



（
1
6
）
　
本
章
2
参
照
o

（
1
7
）
　
本
章
3
参
照
o

（
1
8
）
　
前
稿
①
五
（
二
八
－
二
九
頁
）
お
よ
び
前
稿
②
四
2
（
一
一
九
頁
以
下
）
。

（
1
9
）
　
ω
一
〇
｛
o
旨
u
ω
．
一
8
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

（
2
0
）
　
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
あ
る
農
民
の
世
襲
農
場
が
母
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
農
民
が
死
亡
し
た
際
に
、
卑
属
も
兄
弟
姉
妹
も
い
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
ば
、
こ
の
農
民
の
父
が
一
子
相
続
人
に
な
る
。
そ
の
後
の
相
続
は
、
こ
の
父
を
基
準
と
し
て
行
な
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
農
場
は
父
の
血
族
へ
流
出

　
　
す
る
結
果
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
す
る
措
置
は
、
四
三
年
の
国
＝
閃
く
に
よ
っ
て
初
め
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
四
参
照
）
。

三
　
一
九
三
六
年
世
襲
農
場
法
令
国
国
閃
く
に
よ
る
相
続
規
制
の
改
正

　
1
　
小
　
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
三
六
年
九
月
の
ナ
チ
ス
党
大
会
で
ヒ
ト
ラ
ー
は
「
第
二
次
四
ヵ
年
計
画
」
の
実
施
を
宣
言
し
た
。
こ
の
計
画
の
目
標
は
、
四
ヵ
年
以
内

に
戦
争
準
備
を
完
了
す
る
こ
と
に
あ
り
、
農
業
部
門
に
は
食
糧
自
給
率
向
上
の
た
め
の
生
産
力
増
強
の
課
題
が
課
せ
ら
れ
た
。
本
稿
二
で

見
た
…
二
年
の
閑
国
O
段
階
で
は
、
世
襲
農
場
制
の
主
眼
は
、
世
襲
農
場
農
民
の
保
護
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
第
二
次
四
ヵ
年
計
画
期

に
入
る
と
こ
の
主
眼
は
、
生
産
力
の
高
い
経
営
を
世
襲
農
場
に
取
り
込
む
こ
と
、
お
よ
び
世
襲
農
場
で
の
農
業
経
営
を
合
理
的
形
態
で
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

持
す
る
こ
と
へ
と
移
行
し
て
く
る
。
こ
う
し
た
重
点
移
行
の
具
体
化
が
、
三
六
年
一
二
月
一
二
日
の
世
襲
農
場
法
令
団
＝
閑
く
お
よ
び
同

日
の
世
襲
農
場
手
続
令
国
顕
≦
○
に
よ
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
両
者
は
、
菊
国
O
の
新
た
な
施
行
規
定
で
あ
り
、
前
述
の
三
つ
の
施
行
令
す
な
わ
ち
一
。
U
＜
、
ド
U
＜
お
よ
び
ω
。
U
＜
が
廃
止
さ
れ

る
（
国
＝
園
く
第
五
五
条
）
。
そ
し
て
特
に
相
続
規
制
と
関
係
す
る
の
は
国
頃
閃
く
で
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
国
＝
国
く
に
よ
る
相
続
規
制
を

新
旧
対
比
し
な
が
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



　
　
　
早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六

　
2
　
法
定
一
子
相
続
順
位
に
関
す
る
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

O
　
娘
の
法
定
相
続
順
位
に
関
し
て
は
、
従
来
通
り
、
当
該
土
地
財
産
が
世
襲
農
場
に
な
っ
た
時
点
以
後
初
め
て
の
相
続
事
件
に
限
り
、

第
四
相
続
順
位
の
者
（
娘
、
そ
の
息
子
お
よ
び
「
息
子
の
息
子
」
）
は
、
第
二
相
続
順
位
の
者
（
父
）
お
よ
び
第
三
相
続
順
位
の
者
（
兄
弟
等
）

に
優
先
す
る
と
の
規
定
が
置
か
れ
た
（
国
＝
勾
く
第
四
八
条
↑
ド
U
＜
第
八
条
）
。

⇔
次
に
、
複
数
の
婚
姻
よ
り
出
生
し
た
複
数
の
子
の
間
の
法
定
相
続
順
位
に
関
し
て
、
国
＝
国
く
第
七
条
一
項
、
二
項
は
従
来
の
規
定
を

　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

補
完
し
た
。
即
ち
、
世
襲
農
場
所
有
者
が
、
複
数
の
婚
姻
よ
り
出
生
し
た
複
数
の
息
子
を
持
つ
場
合
に
は
最
初
の
婚
姻
よ
り
出
生
し
た
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

子
が
優
先
し
、
複
数
の
婚
姻
よ
り
出
生
し
た
複
数
の
娘
を
持
つ
場
合
に
は
最
初
の
婚
姻
よ
り
出
生
し
た
娘
が
優
先
す
る
と
し
た
。

◎
　
国
＝
即
く
第
八
条
一
項
は
、
「
一
子
相
続
人
が
既
に
世
襲
農
場
を
有
す
る
理
由
か
ら
欠
格
し
、
か
つ
被
相
続
人
が
こ
の
一
子
相
続
人
と

同
一
の
一
子
相
続
順
位
の
血
族
（
例
”
他
の
息
子
、
兄
弟
、
娘
、
姉
妹
）
を
有
す
る
場
合
で
、
こ
の
血
族
、
こ
の
者
の
配
偶
者
、
こ
の
者
の
卑

属
の
い
ず
れ
も
が
世
襲
農
場
を
有
し
な
い
と
き
に
は
、
右
の
血
族
は
、
欠
格
し
た
右
の
一
子
相
続
人
の
卑
属
に
優
先
す
る
。
」
と
規
定
し

た
。
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
と
、
被
相
続
人
A
に
息
子
B
お
よ
び
C
が
お
り
、
B
・
C
各
々
に
息
子
H
お
よ
び
α
が
い
る
。
当
該
地
域
の

相
続
慣
行
に
よ
れ
ば
B
が
法
定
一
子
相
続
人
と
な
る
が
、
B
は
既
に
世
襲
農
場
を
所
有
し
て
お
り
欠
格
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
、

従
来
の
規
定
で
あ
っ
た
閃
国
○
第
二
二
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
B
が
自
己
の
世
襲
農
場
を
放
棄
し
な
い
場
合
に
は
、
A
の
世
襲
農
場
は
H
に

相
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
二
2
㊧
）
。
そ
の
結
果
、
B
の
家
系
N
妻
①
碍
に
は
二
つ
の
世
襲
農
場
が
集
中
し
、
C
の
家
系
に
は
世

襲
農
場
が
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
団
＝
即
く
第
八
条
は
、
こ
う
し
た
場
合
に
、
C
自
身
、
C
の
配
偶
者
、
C
の
卑
属

（
α
）
の
い
ず
れ
も
が
世
襲
農
場
を
有
し
な
い
限
り
、
C
は
、
欠
格
し
た
一
子
相
続
人
B
の
卑
属
H
に
優
先
す
る
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
家
系
へ
の
世
襲
農
場
の
集
中
が
防
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

㊨
　
従
来
の
規
定
で
は
、
養
子
に
は
法
定
一
子
相
続
順
位
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
沁
国
O
第
一
二
条
六
項
）
。
従
っ
て
、
養
子
を
一
子



相
続
人
に
指
定
す
る
こ
と
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
（
二
3
㊧
参
照
）
。
こ
れ
に
対
し
て
国
謡
閃
く
第
四
七
条
は
、

勾
国
O
施
行
日
（
一
九
三
三
年
一
〇
月
一
日
）
以
前
に
養
子
と
な
っ
た
者
は
、
相
続
順
位
に
関
し
て
嫡
出
子
と
同
じ
取
扱
が
な
さ
れ
る
と
規

定
し
た
（
第
一
項
）
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
後
に
養
子
と
な
っ
た
者
に
関
し
て
も
、
世
襲
農
場
た
る
性
質
が
発
生
し
た
時
点
以
後
初
め
て
の
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

続
事
件
に
限
り
、
一
子
相
続
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
一
子
相
続
人
に
指
定
し
得
る
こ
と
に
な
っ
た
（
同
第
二
項
）
。
こ
の
点
が
関
連
し
て

注
意
を
引
く
の
は
、
同
第
四
項
が
「
養
子
が
相
続
ま
た
は
譲
渡
契
約
に
よ
っ
て
世
襲
農
場
を
取
得
し
た
場
合
で
、
後
に
養
子
が
死
亡
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

際
の
世
襲
農
場
の
相
続
は
、
養
子
が
養
親
の
嫡
出
子
で
あ
る
と
仮
定
し
て
行
な
わ
れ
る
」
と
規
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
れ

ば
、
養
子
が
卑
属
な
く
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
養
子
の
実
父
、
実
の
兄
弟
姉
妹
で
な
く
、
養
親
の
息
子
ま
た
は
娘
（
養
子
の
義
理
の
兄
弟
姉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

妹
に
あ
た
る
）
な
ど
が
一
子
相
続
人
と
な
る
こ
と
に
な
り
、
世
襲
農
場
が
養
子
の
血
族
へ
流
出
す
る
の
が
防
止
さ
れ
て
い
る
。

　
3
　
被
相
続
人
に
よ
る
一
子
相
続
人
の
指
定
に
関
す
る
改
正

O
　
被
相
続
人
が
世
襲
農
場
の
一
子
相
続
人
を
指
定
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
様
々
な
制
限
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
（
二
3
）
。
国
＝
閃
く

は
、
こ
う
し
た
制
限
の
基
本
的
枠
組
を
維
持
し
つ
つ
い
く
つ
か
の
改
正
を
加
え
て
い
る
。

口
　
ま
ず
国
＝
閑
く
第
九
条
は
、
「
被
相
続
人
は
、
息
子
が
死
亡
、
相
続
放
棄
ま
た
は
そ
の
他
の
事
由
で
未
だ
欠
格
し
て
い
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
重
大
な
理
由
が
あ
り
、
一
子
相
続
裁
判
所
の
許
可
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
息
子
を
飛
越
し
て
、
こ
の
者
の
息
子
ま
た
は

『
息
子
の
息
子
』
を
一
子
相
続
人
に
指
定
で
き
る
」
と
規
定
し
た
（
第
一
項
）
。
こ
の
規
定
は
、
被
相
続
人
の
兄
弟
、
娘
、
姉
妹
お
よ
び
第

六
相
続
順
位
に
属
す
る
卑
属
を
飛
越
し
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
息
子
ま
た
は
「
息
子
の
息
子
」
を
一
子
相
続
人
に
指
定
す
る
場
合
に
も
準
用

さ
れ
る
（
第
二
、
三
項
）
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
第
一
お
よ
び
第
三
な
い
し
第
六
順
位
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
、
古
い
世
代
の
者
を
飛
越
す
る

（
9
）

自
由
を
認
め
た
だ
け
で
あ
り
、
相
続
慣
行
を
無
視
し
て
複
数
の
息
子
の
う
ち
の
一
人
を
指
定
す
る
こ
と
を
認
め
た
り
、
あ
る
い
は
法
定
相

続
順
位
の
前
後
に
係
わ
り
な
く
自
由
に
指
定
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
3
を
参
照
）
。

　
　
　
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七



　
　
　
早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八

　
こ
れ
と
関
連
し
て
、
被
相
続
人
は
、
重
大
な
理
由
が
あ
り
、
一
子
相
続
裁
判
所
の
許
可
が
あ
る
場
合
に
は
、
最
初
の
婚
姻
よ
り
出
生
し

た
息
子
を
飛
越
し
て
、
第
二
の
婚
姻
よ
り
出
生
し
た
息
子
を
一
子
相
続
人
に
指
定
で
き
る
と
規
定
さ
れ
た
（
国
＝
勾
く
第
七
条
四
項
“
法
定
相

続
順
位
上
の
初
婚
子
優
先
に
つ
い
て
は
前
述
2
⇔
）
。

㊧
　
次
に
、
世
襲
農
場
を
恒
久
的
に
男
系
に
相
続
さ
せ
る
道
を
開
く
た
め
に
国
躍
勾
く
第
一
〇
条
一
項
は
次
の
様
に
規
定
し
た
。
「
農
民

は
、
農
場
定
款
鵠
o
｛
路
翼
B
α
q
に
お
い
て
、
将
来
総
て
の
相
続
事
件
に
関
し
て
、
農
場
は
も
っ
ぱ
ら
男
系
、
す
な
わ
ち
農
民
と
男
性
を
介

し
て
血
族
関
係
を
有
す
る
男
性
の
み
が
相
続
す
る
旨
を
指
定
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
第
四
な
い
し
第
六
相
続
順
位
の
一
子
相
続
人
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

閃
国
O
第
二
〇
条
の
意
味
に
お
け
る
一
子
相
続
人
で
な
い
男
性
親
族
に
劣
後
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
は
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

第
一
文
は
、
将
来
の
相
続
事
件
総
て
に
わ
た
り
男
系
相
続
を
指
定
す
る
自
由
が
与
え
ら
れ
た
点
で
、
第
二
文
は
、
法
定
一
子
相
続
順
位
に

属
す
る
者
を
飛
越
え
て
（
飛
越
さ
れ
る
の
は
、
第
四
順
位
”
娘
等
、
第
五
順
位
1
1
姉
妹
等
で
あ
り
女
性
が
主
で
あ
る
）
、
法
定
相
続
順
位
を
有
さ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
）

い
者
を
指
定
す
る
自
由
を
与
え
た
点
で
特
筆
さ
れ
よ
う
。

㊨
　
最
後
に
、
相
続
人
指
定
に
関
す
る
手
続
的
側
面
で
次
の
二
つ
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。
ま
ず
、
相
続
人
指
定
の
形
式
と
し
て
、
従
来
の

遺
言
お
よ
び
相
続
契
約
（
知
国
O
第
二
八
条
）
に
加
え
て
、
管
轄
の
一
子
相
続
裁
判
所
の
主
席
裁
判
官
ま
た
は
公
証
人
の
面
前
で
の
口
頭
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

録
文
書
の
方
式
も
認
め
ら
れ
た
（
国
＝
閃
く
第
一
三
条
）
。
次
に
、
遺
産
裁
判
所
2
8
匡
践
σ
q
Φ
誉
犀
は
、
職
権
ま
た
は
郡
農
民
指
導
者
の
申

請
に
基
づ
い
て
、
第
一
な
い
し
第
六
順
位
の
法
定
一
子
相
続
人
が
存
在
し
な
い
旨
の
推
定
の
効
果
を
も
た
ら
す
確
認
決
定
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
（
国
缶
国
く
第
一
六
条
）
。

　
4
　
夫
婦
世
襲
農
場
に
関
す
る
改
正

e
　
従
来
も
経
過
措
置
と
し
て
夫
婦
世
襲
農
場
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
国
＝
閃
く
に
も
同
一
の
規
定
が
承
継
さ
れ
た
（
国
＝
幻
く

第
一
七
条
一
項
、
一
八
条
一
項
↑
一
・
U
＜
第
六
二
条
一
項
、
ド
U
＜
第
五
条
一
項
）
。
国
＝
勾
く
は
さ
ら
に
、
二
4
0
で
示
し
た
＠
㈲
＠
の
要
件
を
、



三
六
年
一
二
月
二
三
日
（
国
寓
閃
く
の
施
行
日
）
現
在
充
足
し
て
い
る
土
地
財
産
は
同
日
以
降
夫
婦
世
襲
農
場
と
な
り
、
ま
た
㈲
㈲
＠
の
要

件
を
右
期
日
以
降
に
新
た
に
充
足
し
た
土
地
財
産
は
充
足
の
日
よ
り
夫
婦
世
襲
農
場
と
な
る
と
規
定
し
た
（
国
国
菊
く
第
一
七
条
二
、
三
項
、

第
輔
八
条
二
、
三
項
）
。
こ
う
し
て
夫
婦
世
襲
農
場
の
成
立
は
継
続
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
既
存
の
単
独
所
有
世
襲
農
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翼
）

夫
婦
世
襲
農
場
へ
移
行
す
る
こ
と
は
こ
の
段
階
で
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。

⇔
　
夫
婦
世
襲
農
場
に
関
す
る
夫
婦
の
相
続
人
指
定
に
関
し
て
は
二
4
⇔
で
述
べ
た
が
、
こ
の
規
定
も
引
き
継
が
れ
た
（
国
頃
即
く
第
二
〇

条
一
、
二
項
↑
一
。
U
く
第
六
二
条
二
項
、
P
U
く
第
五
条
二
項
）
。

　
次
に
国
＝
閃
く
は
、
相
続
人
の
指
定
に
関
し
て
新
た
に
二
つ
の
規
定
を
設
け
た
。
第
一
に
、
夫
婦
の
一
方
が
死
亡
し
生
存
配
偶
者
が
一

子
相
続
人
に
な
っ
た
場
合
で
、
夫
婦
双
方
が
生
存
中
に
共
同
死
因
処
分
（
共
同
遺
言
お
よ
び
相
続
契
約
）
に
よ
り
生
存
配
偶
者
死
亡
の
際
の

一
子
相
続
人
を
指
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
従
来
は
こ
の
生
存
配
偶
者
は
単
独
で
新
た
な
指
定
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
と
き
に
生
存
配
偶
者
は
単
独
で
、
自
己
が
死
亡
し
た
場
合
の
一
子
相
続
人
を
、
園
国
○
第
二
〇
条
、
一
二
条
に

よ
っ
て
自
己
ま
た
は
先
死
配
偶
者
の
一
子
相
続
人
に
な
る
者
、
ま
た
は
菊
国
O
第
二
五
条
に
よ
っ
て
自
己
ま
た
は
先
死
配
偶
者
の
一
子
相

続
人
に
指
定
さ
れ
得
る
者
の
う
ち
か
ら
指
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
（
国
＝
園
く
第
二
〇
条
三
項
）
。

　
第
二
に
、
妻
が
世
襲
農
場
を
構
成
す
る
土
地
財
産
の
う
ち
経
済
的
に
よ
り
重
要
な
部
分
を
婚
姻
に
持
参
し
て
い
る
場
合
で
、
夫
婦
が
共

同
死
因
処
分
に
よ
る
指
定
を
行
な
っ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
妻
は
、
一
子
相
続
裁
判
所
の
許
可
を
受
け
て
、
①
自
己
自
身
が
夫
の
一
子
相

続
人
に
な
る
こ
と
、
ま
た
は
②
夫
が
死
亡
し
た
場
合
ま
た
は
自
己
が
先
死
し
た
場
合
に
、
閃
国
○
第
二
五
条
に
よ
り
自
己
ま
た
は
夫
の
一

子
相
続
人
に
指
定
さ
れ
得
る
者
が
一
子
相
続
人
に
な
る
こ
と
を
単
独
で
指
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
（
国
頃
菊
く
第
二
一
条
一
項
）
。
夫
婦
の

合
意
が
成
立
し
な
い
た
め
共
同
死
因
処
分
を
な
し
得
ず
、
法
定
相
続
順
位
が
発
生
す
る
と
、
特
に
夫
婦
に
子
が
な
い
場
合
な
ど
に
は
夫
の

血
族
に
有
利
な
た
め
（
二
4
㊧
③
お
よ
び
④
）
、
こ
の
新
規
定
は
妻
が
農
場
の
よ
り
重
要
な
部
分
を
支
出
し
て
い
る
場
合
に
、
妻
に
一
方
的

　
　
　
　
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九



　
　
　
早
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一
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

な
指
定
権
を
与
え
て
、
公
平
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

◎
　
夫
婦
世
襲
農
場
に
関
し
て
、
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方
に
よ
る
相
続
人
の
指
定
が
な
い
場
合
の
法
定
一
子
相
続
順
位
に
関
し
て
は
従

来
と
同
様
の
規
定
が
お
か
れ
た
（
国
＝
幻
く
第
二
二
条
一
、
二
項
↑
ピ
U
＜
第
六
二
条
三
項
、
ψ
U
＜
第
五
条
三
項
”
二
4
㊧
参
照
）
。

　
5
　
苛
酷
事
例
の
救
済

　
最
後
に
、
国
＝
勾
く
第
五
四
条
一
項
は
、
「
法
律
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
、
世
襲
農
場
の
相
続
順
位
が
、
当
該
事
件
の
特
別
な
事
情
に
照

ら
し
て
、
不
正
か
つ
不
公
平
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
重
大
な
苛
酷
を
も
た
ら
す
場
合
に
は
、
ラ
イ
ヒ
司
法
大
臣
は
ラ
イ
ヒ
食
農
大
臣
と
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

し
て
、
ラ
ン
ト
農
民
指
導
者
が
相
続
事
件
後
三
ヵ
月
以
内
に
行
な
う
申
請
に
基
づ
い
て
、
世
襲
農
場
裁
判
所
に
聴
聞
し
た
後
、
当
該
相
続

事
件
に
関
し
て
、
他
の
法
定
一
子
相
続
人
を
一
子
相
続
人
に
指
定
で
き
る
。
」
と
規
定
し
た
。
こ
の
規
定
は
、
原
則
と
し
て
国
＝
閑
く
の
施

行
日
（
三
六
年
一
二
月
二
三
日
）
以
降
の
相
続
事
件
に
の
み
適
用
さ
れ
る
が
、
ラ
イ
ヒ
農
民
指
導
者
の
申
請
が
あ
る
場
合
に
は
三
四
年
一
〇

月
一
日
以
降
右
期
日
ま
で
の
相
続
事
件
に
も
適
用
さ
れ
、
ま
た
三
八
年
二
一
月
三
一
日
ま
で
で
失
効
す
る
（
第
三
項
、
四
項
）
。
こ
こ
で
は
、

新
た
な
一
子
相
続
人
に
指
定
さ
れ
得
る
者
が
法
定
一
子
相
続
人
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
規
定
が
限
時
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意

　
　
　
（
B
）

を
要
す
る
。

　
6
　
小
　
括

　
以
上
本
章
で
は
、
国
＝
勾
く
に
よ
る
改
正
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
の
考
察
結
果
を
一
言
で
要
約
す
る
な
ら
ば
、
国
＝
閑
く
の
相
続
規
制
に

お
い
て
は
、
閃
国
O
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
が
維
持
さ
れ
な
が
ら
も
、
か
か
る
側
面
が
後
退
し
始
め
た
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
の
維
持
は
、
国
＝
”
＜
が
閑
国
O
の
相
続
規
制
の
基
本
的
枠
組
を
堅
持
し
て
い
る
点
に
お
い
て
確
認
さ

れ
得
る
。
具
体
的
に
は
、
国
＝
勾
く
に
お
い
て
も
閑
国
O
の
法
定
相
続
順
位
に
関
す
る
規
定
が
維
持
さ
れ
て
い
る
点
、
従
っ
て
法
定
相
続

順
位
中
の
男
性
優
先
（
二
5
）
が
維
持
さ
れ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
は
農
場
約
款
に
よ
る
「
将
来
の
相
続
人
指
定
の
自
由
」
の
拡
大
が
男
系



相
続
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
た
点
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
の
後
退
と
し
て
は
、
被
相
続
人
に
よ
る
一
子
相
続
人
指
定
の
自
由
が
い
く
ら
か
拡
大
さ
れ
た
こ
と
（
3
）
、

苛
酷
事
例
の
救
済
措
置
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
（
5
）
、
「
世
襲
農
場
旺
単
独
所
有
」
の
原
則
の
例
外
を
な
す
夫
婦
世
襲
農
場
の
成
立
が
継
続

的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
筆
者
は
以
前
の
考
察
に
お
い
て
、
世
襲
農
場
法
の
重
点
は
国
＝
閑
く
に
至
る
と
、
農
業
生
産
力
の
増
強
と
い
う
政
策
課
題
と
の
関
連
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

「
経
済
力
・
生
産
力
の
あ
る
農
場
を
世
襲
農
場
へ
と
組
み
入
れ
る
こ
と
」
へ
と
移
行
す
る
と
総
括
し
た
。
し
か
し
、
世
襲
農
場
法
の
相
続

規
制
に
関
し
て
は
、
右
に
見
た
様
に
国
顕
国
く
の
段
階
に
お
い
て
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
が
未
だ
残
存
す
る
。
こ
れ
は
、
以
前
に
考
察

し
た
世
襲
農
場
法
の
財
産
法
的
側
面
に
お
い
て
は
農
業
生
産
力
の
増
強
と
い
う
政
策
課
題
が
貫
徹
し
て
い
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

相
続
規
制
に
お
い
て
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
の
後
退
が
決
定
的
に
な
る
の
は
、
次
章
で
見
る
四
三
年
世
襲
農
場
継
続
形
成
令
の
段
階
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

　
こ
の
計
画
の
背
景
お
よ
び
内
容
に
関
し
て
は
、
前
稿
①
三
1
参
照
。

　
こ
の
様
な
、
世
襲
農
場
制
の
主
眼
の
移
行
に
関
し
て
の
詳
細
は
、
特
に
前
稿
②
四
2
（
一
一
九
頁
以
下
）
を
参
照
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
の
合
理
的
形
態
で
の
維
持
と
い
う
課
題
は
、
第
二
次
四
ケ
年
計
画
期
に
入
る
と
、
世
襲
農
場
以
外
の
農
林
業
経
営
に
関
し
て

も
様
々
な
法
律
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
て
い
く
◎
こ
れ
ら
の
法
律
に
関
し
て
は
、
前
稿
①
四
お
よ
び
前
稿
②
を
参
照
。

　
両
者
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
襲
農
場
に
対
し
て
従
来
に
な
か
っ
た
新
た
な
規
制
を
も
行
な
う
も
の
で
あ
る
（
前
稿
①
三
参

照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
こ
れ
に
相
応
す
る
従
来
の
規
定
で
あ
る
国
国
O
第
二
一
条
四
項
（
二
注
（
6
）
）
は
、
「
複
数
の
息
子
の
間
で
は
、
最
初
の
妻
よ
り
出
生
し
た
息

子
が
優
先
す
る
」
と
規
定
し
て
い
た
だ
け
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
異
母
兄
弟
の
間
で
の
順
位
を
規
定
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
異
母
姉
妹
、
異
父
兄

ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一



（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

弟
、
異
父
姉
妹
の
場
合
を
念
頭
に
置
い
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
規
定
の
根
拠
と
し
て
は
、
最
初
の
配
偶
者
の
方
が
協
力
。
補
助
に
よ
っ
て
家
庭
建
設
や
農
場
の
維
持
に
果
た
す
役
割
が
通
常
は
大
き

い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
蜜
。
ω
β
器
ρ
＞
房
胡
帥
匡
伽
3
＞
口
R
ぽ
昌
‘
p
ユ
＞
器
3
0
鑑
o
蒔
o
｝
国
9
窪
伽
霧
勾
9
0
冴
口
②
『
屋
件
伽
昌
自
3

腫
幻
岱
即
7
一
〇
零
ω
．
oo
）

　
た
だ
し
、
こ
の
養
子
が
相
続
事
件
以
前
に
長
期
間
に
わ
た
り
嫡
出
子
と
同
様
に
農
場
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る
。

　
当
時
の
ω
O
切
第
一
七
六
三
条
（
現
在
の
第
一
七
七
〇
条
）
に
よ
れ
ば
、
養
子
と
養
親
の
血
族
と
の
間
に
は
血
族
関
係
を
生
じ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
国
＝
閑
く
第
四
七
条
四
項
の
処
理
は
ゆ
O
ゆ
の
規
定
と
異
な
っ
て
い
る
。

　
養
子
が
死
亡
し
た
場
合
の
そ
の
血
族
の
相
続
に
関
し
て
は
、
後
に
国
＝
閃
く
第
三
六
条
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
。

　
国
蕊
切
P
鉾
勲
O
‘
ψ
oo
●
い

　
農
場
約
款
は
、
ラ
イ
ヒ
司
法
大
臣
と
ラ
イ
ヒ
食
農
大
臣
の
許
可
を
要
し
、
こ
の
許
可
の
決
定
前
に
は
、
ラ
イ
ヒ
農
民
指
導
者
（
全
国
的
な
農
業

団
体
で
あ
る
ラ
イ
ヒ
食
糧
団
の
最
高
指
導
者
”
詳
細
は
、
前
稿
①
聞
㊧
三
頁
以
下
参
照
）
に
聴
聞
す
る
こ
と
を
要
す
（
第
四
項
）
。

　
男
系
相
続
と
の
関
連
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
家
族
世
襲
財
産
寄
B
崇
窪
ま
o
涛
o
目
5
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
七
世
紀
以
降
ド
イ
ツ
で
認
め

ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
土
地
財
産
を
中
心
と
す
る
財
産
を
、
設
定
者
の
意
思
に
基
づ
い
て
特
定
の
相
続
順
位
（
通
常
は
男
性
相
続
人
中
の
長
子
相

続
）
な
ら
び
に
現
時
の
所
有
者
の
処
分
（
分
割
、
譲
渡
、
負
担
設
定
等
）
禁
止
に
服
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
（
ミ
雛
ぎ
一
B
＞
竃
ど
＞
鴨
碧
℃
〇
一
一
菖
ざ

O
α
件
ニ
ロ
鵯
昌
一
3
ど
ψ
お
①
）
が
、
三
八
年
七
月
六
日
の
「
家
族
世
襲
財
産
等
解
消
法
」
（
国
O
匹
」
ψ
o
o
謡
）
に
よ
っ
て
最
終
的
に
解
消
さ
れ

る
。
世
襲
農
場
が
、
原
則
的
処
分
禁
止
（
二
1
）
と
農
場
定
款
に
よ
る
男
系
相
続
と
に
よ
っ
て
、
家
族
世
襲
財
産
と
形
態
的
に
「
類
似
」
し
得
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
ま
も
な
く
後
者
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
の
背
後
に
は
、
後
者
を
世
襲
農
場
制
の
中
へ
取
り
込
も
う
と
す
る
政
策
意
思
が
推
論

さ
れ
得
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
他
日
を
期
す
こ
と
に
す
る
。

　
法
定
相
続
順
位
に
属
さ
な
い
者
を
一
子
相
続
人
に
指
定
す
る
に
は
、
法
定
相
続
順
位
に
属
す
る
者
が
総
て
欠
格
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
が
原
則
で
あ
る
（
国
国
〇
二
五
条
五
項
“
二
3
日
）
。

　
前
稿
①
一
㊧
三
頁
以
下
参
照
。



（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

≦
」
。
『
ρ
く
。
§
言
富
昌
帥
げ
R
象
。
国
①
三
鴇
『
漏
鐸
＆
卑
富
一
ε
・
。
q
餌
R
卑
窪
。
往
磯
①
霧
。
ぼ
戸
閃
舅
2
一
。
＆
ψ
㎝
賜

三
年
の
国
＝
閃
く
第
二
〇
条
に
よ
り
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
四
6
e
参
照
）
。

切
昌
の
。
。
ρ
騨
蝉
●
O
‘
ω
。
一
〇
●

前
稿
①
一
㊧
四
頁
以
下
参
照
。

前
稿
①
二
5
（
一
〇
頁
）
参
照
。

後
の
四
三
年
の
国
＝
閃
く
に
よ
り
、
一
子
相
続
人
に
指
定
さ
れ
る
者
の
範
囲
は
拡
大
し
、
ま
た
継
続
規
定
と
な
る
（
四
8
参
照
）
。

　
前
稿
①
三
（
特
に
一
九
頁
）
、
お
よ
び
前
稿
②
四
2
を
参
照
Q

後
に
四

四
　
一
九
四
三
年
世
襲
農
場
継
続
形
成
令
国
匡
問
く
に
よ
る
改
正

　
1
　
第
二
次
世
界
大
戦
と
ド
イ
ツ
農
業

　
一
九
三
九
年
九
月
ナ
チ
ス
軍
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
進
撃
に
よ
り
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
ド
イ
ツ
経
済
は
第
二
次
四
ヶ
年
計
画
未
達
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
ま
ま
戦
時
体
制
前
期
に
突
入
す
る
。
そ
の
後
ナ
チ
ス
軍
は
電
撃
的
な
勝
利
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
部
を
支
配
し
、
戦
局
は
侵
略
”
制

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

圧
の
局
面
を
見
て
い
た
。
国
内
で
は
四
二
年
に
シ
ュ
ペ
ー
ア
≧
竃
旨
9
8
H
が
軍
需
大
臣
に
任
命
さ
れ
て
戦
時
経
済
が
徹
底
さ
れ
て
戦

時
体
制
後
期
に
入
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
先
立
つ
四
一
年
六
月
よ
り
開
始
さ
れ
て
い
た
対
ソ
連
作
戦
で
四
二
年
末
に
ド
イ
ッ
軍
が
ス
タ
ー

リ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
敗
北
を
契
し
、
こ
れ
以
降
の
戦
局
は
後
退
U
敗
北
の
局
面
を
見
る
こ
と
と
な
る
。

　
戦
時
体
制
前
期
に
は
、
ド
イ
ツ
農
業
の
国
内
生
産
量
は
農
村
男
子
の
徴
兵
“
農
業
労
働
力
不
足
に
よ
っ
て
減
少
す
る
が
、
被
制
圧
諸
国

か
ら
の
「
輸
入
」
に
よ
り
ド
イ
ツ
の
食
糧
事
情
は
、
大
戦
突
入
以
前
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
戦
時
体
制
後
期
に
入
る

と
、
対
ソ
連
戦
線
で
の
敗
北
に
よ
り
南
部
ロ
シ
ア
・
東
部
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
解
放
さ
れ
た
た
め
、
そ
こ
か
ら
の
食
糧
「
輸
入
」
が
激
減
し
、

ド
イ
ツ
は
食
糧
供
給
を
再
び
国
内
生
産
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　
　
　
　
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三



　
　
　
　
早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
｝
九
八
四
）
　
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
（
6
）

　
世
襲
農
場
継
続
形
成
令
国
目
刃
く
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
一
九
四
三
年
に
公
布
さ
れ
る
。
改
正
の
主
眼
は
、
徴
兵
等
に
よ
る
労
働
力

不
足
を
克
服
し
、
世
襲
農
場
で
の
農
業
経
営
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
置
か
れ
る
が
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
は
、
本
稿
冒
頭
で

も
述
べ
た
様
に
、
親
族
・
相
続
法
的
規
制
を
改
正
し
、
家
族
的
結
合
（
特
に
夫
婦
の
結
合
）
を
一
層
強
化
す
る
と
い
う
道
が
選
ば
れ
る
。
以

下
で
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

　
四
〇
年
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
が
、
四
一
年
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ギ

リ
シ
ャ
が
制
圧
さ
れ
た
（
G
・
シ
ュ
ト
ル
パ
！
他
、
板
井
栄
八
郎
訳
『
現
代
ド
イ
ッ
経
済
史
』
一
九
六
九
年
、
竹
内
書
店
・
一
七
六
頁
）
。
ま
た

そ
れ
に
先
立
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
三
八
年
三
月
二
二
日
に
「
合
併
」
し
て
い
る
。

　
箕
輪
伊
織
「
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
下
の
農
業
」
（
大
原
他
編
『
現
代
農
業
と
農
民
運
動
』
一
九
七
五
年
、
時
潮
社
）
四
一
頁
以
下
は
、
ド
イ
ッ
軍

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
侵
略
”
制
圧
局
面
」
と
、
そ
こ
か
ら
の
「
後
退
”
敗
北
局
面
」
と
を
峻
別
し
、
そ
の
視
点
よ
り
戦
時
体
制
下
の
ド
イ
ッ
農
業
を

分
析
す
る
。

　
詳
細
は
、
W
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
加
藤
栄
一
訳
）
『
ヴ
ァ
イ
ル
マ
ル
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
ヘ
』
（
八
二
年
・
み
す
ず
書
房
）
一
二
六
頁
以
下
、
シ
ュ
ト

ル
パ
ー
・
前
掲
書
一
八
四
頁
以
下
。
両
書
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
戦
時
体
制
前
期
の
経
済
計
画
は
、
戦
時
経
済
体
制
と
し
て
は
極
あ
て
貧
弱
・
杜
撰

な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

箕
輪
・
前
掲
箇
所
。

　
第
二
次
四
ケ
年
計
画
の
施
行
に
伴
い
、
ラ
イ
ヒ
食
農
大
臣
R
・
W
・
ダ
レ
に
代
っ
て
農
業
部
門
で
勢
力
を
拡
大
し
た
H
・
ベ
ッ
ケ
は
（
前
稿
①

三
注
③
参
照
）
、
四
二
年
に
は
ダ
レ
か
ら
同
大
臣
の
席
を
も
奪
い
と
る
Q
従
っ
て
、
閏
＝
局
く
は
ベ
ッ
ケ
の
下
で
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
国
扇
く
の
中
に
は
、
三
三
年
の
国
国
O
お
よ
び
三
六
年
の
国
国
勾
＜
・
国
寓
＜
δ
の
｝
部
を
改
正
す
る
規
定
が
あ
る
が
、
国
＝
閃
く
公
布
後
も

こ
の
三
者
は
も
ち
ろ
ん
効
力
を
有
し
続
け
る
。



　
2
　
「
農
民
」
概
念
の
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
従
来
は
世
襲
農
場
の
所
有
者
だ
け
が
「
農
民
国
き
R
」
と
称
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
（
園
国
O
第
一
一
条
）
。
し
か
し
、
継
続
令
は
、

世
襲
農
場
に
入
婚
o
一
嘗
魯
9
窪
し
た
農
民
能
力
あ
る
夫
お
よ
び
妻
に
も
、
各
々
「
農
民
」
お
よ
び
「
農
婦
ω
ぎ
o
ユ
昌
」
と
称
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
許
す
に
至
っ
た
（
国
＝
宅
第
一
条
）
。
こ
う
し
た
改
正
は
、
単
な
る
概
念
の
発
展
と
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
世
襲
農
場
所
有
者
の

み
に
与
え
ら
れ
て
い
た
「
農
民
」
と
い
う
称
号
が
、
そ
の
配
偶
者
に
も
拡
張
さ
れ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
戦
時
下
で
の
労
働
力
不
足
に
直

面
し
、
所
有
者
の
み
な
ら
ず
そ
の
配
偶
者
に
も
世
襲
農
場
の
経
営
管
理
に
当
た
ら
せ
よ
う
と
し
た
立
法
者
の
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
分

析
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
3
　
入
婚
し
た
夫
の
地
位
と
農
民
的
管
理
用
益
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
入
婚
し
た
農
民
能
力
あ
る
夫
（
2
で
述
べ
た
改
正
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
意
味
で
の
「
農
民
」
）
に
は
、
妻
の
世
襲
農
場
に
対
す
る
農
民
的
管

理
用
益
権
蜜
藷
島
3
0
＜
o
導
巴
窪
轟
仁
巳
Z
葺
§
δ
野
凝
が
与
え
ら
れ
る
（
国
＝
閃
く
第
四
条
）
。
こ
の
権
利
が
発
生
す
る
の
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

場
合
を
始
め
と
し
て
七
つ
の
場
合
が
法
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
こ
こ
で
こ
の
権
利
の
内
容
を
概
観
し
て
お
く
。

　
農
民
的
用
益
管
理
人
審
斥
島
号
R
Z
暮
薯
R
譲
聾
R
（
農
民
的
管
理
用
益
権
を
有
す
る
者
）
は
、
世
襲
農
場
を
秩
序
正
し
く
経
営
管
理
す

る
も
の
と
さ
れ
る
（
両
＝
閃
く
第
一
七
条
一
項
一
文
）
。
ま
た
、
農
民
的
用
益
管
理
入
は
、
秩
序
正
し
い
経
営
運
転
の
用
益
権
Z
日
釜
お
8

0
一
口
R
o
巳
昌
巨
α
Q
ω
ヨ
蕊
蒔
8
譲
算
8
冨
譲
旨
浮
ロ
轟
を
有
し
、
世
襲
農
場
に
関
係
す
る
法
律
行
為
が
、
一
子
相
続
裁
判
所
の
許
可
を
要
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
場
合
に
は
、
同
人
は
、
こ
れ
を
所
有
者
の
許
可
を
得
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
（
同
二
・
三
文
）
。
逆
に
、
所
有
者
が
か
か
る
行
為
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
う
場
合
に
は
、
用
益
管
理
人
の
許
可
を
要
す
る
（
同
第
二
項
）
。
用
益
管
理
人
は
、
右
の
よ
う
な
権
能
を
与
え
ら
れ
た
反
面
、
管
理
用
益

の
期
間
中
に
自
ら
が
世
襲
農
場
に
行
な
っ
た
財
産
出
揖
を
理
由
と
す
る
請
求
権
を
行
使
で
き
な
い
し
、
ま
た
管
理
用
益
終
了
後
に
も
こ
の

請
求
権
に
基
づ
く
留
置
権
を
行
使
で
き
な
い
（
同
第
四
項
）
。

　
　
　
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五



　
　
　
早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
六

　
ま
た
、
世
襲
農
場
の
女
性
所
有
者
（
“
農
婦
）
は
、
入
婚
し
た
夫
と
共
通
の
卑
属
か
ら
一
子
相
続
人
を
指
定
す
る
際
に
は
、
彼
と
共
同
し

て
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
国
＝
閃
く
第
五
条
一
項
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
農
民
的
管
理
用
益
の
制
度
は
、
所
有
者
と
そ
の
配
偶
者
（
こ
こ
で
は
、
女
性
所
有
者
と
入
婚
し
た
そ
の
夫
）
と
の
間
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
種
の
「
法
定
財
産
共
同
制
」
を
創
出
す
る
様
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
入
婚
し
た
の
が
妻
で
あ
る
場
合
に
は
農

民
的
管
理
用
益
権
を
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。

　
4
　
配
偶
者
の
一
子
相
続
人
へ
の
指
定

　
従
来
は
第
一
な
い
し
第
六
法
定
相
続
順
位
の
者
が
存
在
し
な
い
場
合
に
限
り
配
偶
者
を
一
子
相
続
人
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
す

ぎ
な
か
っ
た
が
（
二
3
日
）
、
今
次
の
改
正
で
、
「
世
襲
農
場
の
単
独
所
有
者
は
、
自
己
の
農
民
能
力
あ
る
配
偶
者
を
一
子
相
続
人
に
指
定

で
き
る
」
こ
と
に
な
り
（
国
＝
閃
く
第
一
二
条
一
項
一
文
）
、
配
偶
者
が
一
子
相
続
人
に
な
る
道
が
広
げ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
こ
の
場
合
の
相
続
は
「
配
偶
者
の
血
族
拘
束
的
一
子
相
続
順
位
の
号
讐
σ
q
o
言
巳
8
0
＞
b
R
訂
鼠
o
曜
o
伽
9
国
ゲ
品
象
件
o
ロ
」
と
呼

ば
れ
る
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
配
偶
者
を
一
子
相
続
人
に
指
定
し
た
と
き
に
は
、
「
世
襲
農
場
の
単
独
所
有
者
は
、
配
偶
者
の
生

存
中
で
あ
っ
て
も
、
特
定
時
点
の
到
来
ま
た
は
特
定
事
件
の
発
生
と
と
も
に
、
後
発
一
子
相
続
順
位
名
o
圃
§
o
＞
ロ
R
幕
鼠
o
薗
①
が
発
生
す

る
旨
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
同
二
文
）
。
そ
し
て
、
右
の
特
定
時
点
到
来
ま
た
は
特
定
事
件
発
生
に
よ
り
、
ま
た
は
一
子
相
続
人
と
な

っ
た
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
り
後
発
一
子
相
続
順
位
が
発
生
し
、
こ
の
場
合
に
農
場
は
、
「
農
場
所
有
者
で
あ
っ
た
先
死
配
偶
者
が
こ
の
時

点
で
初
め
て
死
亡
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
に
、
即
国
の
に
よ
り
こ
の
者
の
一
子
相
続
人
に
な
る
者
を
後
発
一
子
相
続
人
名
魯
R
R
》
ロ
R
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
し
て
、
こ
れ
に
帰
属
す
る
」
（
国
＝
閃
く
第
一
二
条
二
項
）
。
世
襲
農
場
所
有
者
は
、
後
発
一
子
相
続
人
を
指
定
で
き
る
し
、
ま
た
か
か
る
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

定
が
な
い
場
合
に
は
、
一
子
相
続
人
と
な
っ
た
生
存
配
偶
者
が
指
定
で
き
る
。
但
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
後
発
一
子
相
続
人
は
、
農
場

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

所
有
者
で
あ
っ
た
先
死
配
偶
者
の
一
子
相
続
人
に
幻
局
O
に
よ
り
指
定
さ
れ
得
る
者
の
う
ち
か
ら
指
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
第



三
項
）
。
か
か
る
規
定
に
よ
り
、
世
襲
農
場
は
最
終
的
に
は
元
来
の
農
場
所
有
者
の
血
族
に
相
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
他
の
血
族
に
流
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

さ
れ
る
こ
と
が
防
止
さ
れ
る
。

　
一
子
相
続
人
に
な
っ
た
妻
（
即
ち
世
襲
農
場
の
女
性
単
独
所
有
者
）
が
、
後
発
一
子
相
続
順
位
発
生
以
前
に
再
婚
し
た
場
合
に
は
、
－
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

述
ぺ
た
第
四
条
の
場
合
と
同
様
に
、
新
夫
は
農
民
能
力
を
有
す
る
限
り
農
民
的
管
理
用
益
権
を
取
得
す
る
（
第
一
三
条
一
項
）
。

　
5
　
生
存
配
偶
者
の
農
民
的
管
理
用
益
権

　
農
場
所
有
者
が
死
亡
し
、
こ
の
者
の
配
偶
者
が
一
子
相
続
人
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
，
こ
の
生
存
配
偶
者
（
夫
で
も
妻
で
も
よ
い
）
は
農

民
能
力
を
有
す
る
限
り
、
農
民
的
管
理
用
益
権
を
与
え
ら
れ
る
（
国
＝
閃
く
第
七
条
一
項
）
。

　
ま
た
、
生
残
っ
た
妻
で
農
民
的
用
益
管
理
人
と
な
っ
て
い
る
者
が
、
再
婚
し
た
場
合
に
は
、
新
夫
が
農
民
能
力
を
有
す
る
限
り
、
新
夫

に
も
農
民
的
管
理
用
益
権
が
与
え
ら
れ
る
（
国
田
く
第
九
条
一
項
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
生
残
っ
た
夫
で
農
民
的
用
益
管
理
人
と
な
っ
て
い

る
者
が
再
婚
し
て
も
、
新
し
い
妻
に
は
農
民
的
管
理
用
益
権
は
与
え
ら
れ
な
い
。

　
6
　
夫
婦
世
襲
農
場

O
　
前
述
の
様
に
、
三
六
年
の
国
＝
国
く
の
段
階
で
は
、
夫
婦
の
共
有
等
の
要
件
を
満
た
す
農
場
に
つ
い
て
は
継
続
的
に
夫
婦
世
襲
農
場

の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
が
、
単
独
所
有
の
世
襲
農
場
を
夫
婦
世
襲
農
場
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
三
4
e
）
。
こ

れ
に
対
し
て
今
次
の
改
正
で
、
世
襲
農
場
の
単
独
所
有
者
は
、
自
己
の
配
偶
者
と
農
場
に
関
す
る
夫
婦
共
同
財
産
制
の
合
意
を
な
す
こ

と
、
ま
た
は
配
偶
者
に
農
場
の
共
有
権
を
与
え
る
こ
と
よ
っ
て
こ
の
世
襲
農
場
を
夫
婦
世
襲
農
場
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

（
国
頃
頃
く
第
二
〇
条
）
。

⇔
次
に
国
＝
閏
く
第
二
三
条
一
項
は
、
「
夫
婦
世
襲
農
場
は
、
こ
の
農
場
を
構
成
す
る
土
地
財
産
の
う
ち
で
経
済
的
に
よ
り
重
要
な
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

を
、
婚
姻
締
結
時
ま
た
は
そ
の
後
に
持
参
し
た
配
偶
者
の
方
に
由
来
す
る
」
も
の
と
す
る
と
の
規
定
を
設
け
た
。
こ
の
規
定
は
、
次
述
す

　
　
　
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七



　
　
　
早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八

る
一
子
相
続
人
の
指
定
お
よ
び
法
定
一
子
相
続
順
位
に
関
し
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

日
　
夫
婦
世
襲
農
場
の
一
子
相
続
人
の
指
定
に
関
し
て
は
、
夫
婦
は
共
同
で
次
の
①
な
い
し
③
の
う
ち
の
一
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
指
定

を
行
な
い
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
①
夫
婦
の
相
互
を
一
子
相
続
人
に
指
定
す
る
こ
と
。
②
①
の
指
定
を
行
な
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
夫

婦
の
一
方
が
死
亡
し
た
際
に
、
誰
が
農
場
一
子
相
続
人
に
な
る
か
を
指
定
す
る
こ
と
。
③
①
の
指
定
を
行
な
っ
た
場
合
に
は
ω
一
子
相
続

人
と
な
っ
た
生
存
配
偶
者
の
生
存
中
で
あ
っ
て
も
、
特
定
時
点
の
到
来
ま
た
は
特
定
事
件
の
発
生
に
よ
っ
て
後
発
一
子
相
続
順
位
譲
o
一
け
q
o

＞
器
号
8
塗
α
q
o
が
発
生
す
る
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
お
よ
び
㈹
右
の
特
定
時
点
到
来
ま
た
は
特
定
事
件
の
発
生
、
も
し
く
は
一
子
相
続
人

と
な
っ
た
生
存
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
後
発
一
子
相
続
順
位
が
発
生
し
た
場
合
に
、
誰
が
後
発
一
子
相
続
人
妻
魯
R
R
ぎ
R
竃
に

な
る
か
を
指
定
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
但
、
②
の
一
子
相
続
人
お
よ
び
③
の
後
発
一
子
相
続
人
は
、
閑
国
O
に
よ
っ
て
、
「
当
該
農
場
が
由

来
す
る
配
偶
者
（
前
述
の
国
宙
く
第
壬
二
条
一
項
）
」
の
一
子
相
続
人
に
な
り
得
る
者
ま
た
は
指
定
さ
れ
得
る
者
の
う
ち
か
ら
指
定
さ
れ
な

　
　
　
　
　
（
1
2
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
以
上
国
＝
閏
く
第
二
五
条
二
項
）
。

㊨
　
右
に
述
べ
た
指
定
の
な
い
場
合
の
法
定
一
子
相
続
に
関
し
て
は
、
従
来
は
夫
の
死
亡
と
妻
の
死
亡
と
で
取
扱
が
異
な
っ
て
い
た
（
二

4
㊧
参
照
）
の
に
対
し
て
、
国
＝
閃
く
で
は
次
の
様
に
改
正
さ
れ
た
。
ま
ず
、
夫
婦
の
一
方
（
夫
で
も
妻
で
も
）
が
死
亡
す
る
と
、
夫
婦
世

襲
農
場
は
、
生
存
配
偶
者
を
一
子
相
続
人
と
し
て
こ
れ
に
帰
属
す
る
。
次
に
、
こ
の
生
存
配
偶
者
が
死
亡
し
た
際
に
は
、
「
当
該
農
場
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

由
来
す
る
配
偶
者
（
国
国
国
く
第
二
三
条
一
項
）
」
を
基
準
に
し
て
相
続
が
行
な
わ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
者
が
こ
の
時
点
で
初
め
て
死
亡
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
仮
定
す
る
と
、
”
国
O
に
よ
っ
て
こ
の
者
の
一
子
相
続
人
と
な
る
者
が
、
後
発
一
子
相
続
人
と
な
る
（
国
＝
田
く
第
二
四
条
一
項
）
。

　
夫
婦
世
襲
農
場
に
関
し
て
、
一
方
の
配
偶
者
が
死
亡
し
、
他
方
の
配
偶
者
が
一
子
相
続
人
に
な
る
と
、
こ
の
農
場
は
生
存
配
偶
者
が
単

独
所
有
す
る
世
襲
農
場
に
な
る
。
こ
の
単
独
所
有
者
が
女
性
で
あ
り
、
こ
の
者
が
再
婚
し
た
場
合
に
も
、
前
述
の
国
＝
男
く
第
四
条
の
場

合
（
前
述
3
）
と
同
様
に
新
夫
は
農
民
能
力
を
有
す
る
限
り
、
農
民
的
管
理
用
益
権
を
与
え
ら
れ
る
（
国
＝
閃
く
第
二
六
条
一
、
二
項
）
。
ま
た



一
子
相
続
人
と
な
っ
た
生
存
配
偶
者
が
、
「
農
場
が
由
来
す
る
配
偶
者
」
で
あ
り
、
そ
の
後
に
再
婚
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
生
存
配
偶
者

は
新
配
偶
者
と
の
間
で
再
び
夫
婦
世
襲
農
場
を
設
定
で
き
る
（
同
第
一
項
）
。

㊨
　
国
国
閏
く
に
よ
る
夫
婦
世
襲
農
場
に
関
す
る
改
正
の
特
徴
と
し
て
は
次
の
四
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
単
独
所
有
の

世
襲
農
場
を
夫
婦
世
襲
農
場
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
。
第
二
に
、
夫
婦
の
い
ず
れ
の
一
方
が
死
亡
し
た
場
合
で
も
、
他

方
が
法
定
一
子
相
続
人
に
な
っ
た
こ
と
。
第
三
に
、
法
定
の
場
合
で
あ
れ
、
指
定
の
場
合
で
あ
れ
、
配
偶
者
が
一
子
相
続
人
と
な
っ
た
時

に
は
、
農
場
が
夫
婦
の
ど
ち
ら
に
由
来
し
て
い
る
か
を
考
慮
し
て
、
他
血
族
へ
の
農
場
の
流
出
が
防
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
夫

婦
世
襲
農
場
に
も
農
民
的
管
理
用
益
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
7
　
そ
の
他
の
一
子
相
続
に
関
す
る
改
正

e
　
被
相
続
人
の
父
が
第
三
法
定
相
続
順
位
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
（
肉
国
O
第
二
〇
条
”
二
2
⇔
）
が
、
世
襲
農
場
が
被
相

続
人
の
母
に
由
来
し
て
い
る
場
合
に
は
、
父
に
代
っ
て
母
が
第
三
法
定
相
続
順
位
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
国
田
く
第
三
二
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

⇔
　
第
四
法
定
相
続
順
位
の
者
（
被
相
続
人
の
娘
、
そ
の
息
子
お
よ
び
「
息
子
の
息
子
」
）
は
、
経
過
的
に
の
み
第
二
法
定
相
続
順
位
（
父
”
右
の

e
の
場
合
に
は
母
）
お
よ
び
第
三
法
定
相
続
順
位
（
兄
弟
等
）
に
優
先
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
（
国
国
〇
二
七
条
七
項
、
ド
U
＜
第
八
条
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

び
国
＝
菊
く
第
四
八
条
脚
二
2
㈲
お
よ
び
三
2
0
）
が
、
こ
の
規
定
は
「
後
に
定
め
あ
る
ま
で
獣
の
窪
｛
ゑ
魯
R
窃
」
継
続
的
に
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
（
国
頃
く
第
…
二
条
）
。

　
8
　
苛
酷
事
例
の
救
済

　
三
5
で
述
べ
た
様
に
、
国
頃
勾
く
第
五
四
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
法
律
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
相
続
順
位
が
重
大
な
苛
酷
を
も
た
ら
す
場

合
に
は
、
ラ
イ
ヒ
司
法
大
臣
は
「
他
の
一
子
相
続
人
」
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
っ
て
い
た
。
国
＝
句
く
第
四
一
条
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聡
）

れ
を
改
正
・
補
完
し
た
。
主
な
改
正
点
は
、
ラ
ン
ト
農
民
指
導
者
が
申
請
を
行
な
い
得
る
期
間
が
相
続
事
件
発
生
後
一
ヵ
年
に
延
長
さ
れ

　
　
　
　
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九



　
　
　
早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

た
こ
と
、
「
他
の
一
子
相
続
人
」
に
指
定
さ
れ
得
る
者
の
中
に
、
法
定
一
子
相
続
人
の
他
に
、
被
相
続
人
の
血
族
、
配
偶
者
お
よ
び
姻
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
、
失
効
期
日
に
関
す
る
規
定
が
廃
止
さ
れ
て
限
時
規
定
か
ら
永
続
規
定
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
9
　
世
代
交
替
促
進
の
た
め
の
措
置

　
国
＝
閃
く
は
、
親
子
間
等
の
「
適
時
の
農
場
譲
渡
」
に
よ
り
世
代
交
替
を
促
進
し
、
新
世
代
の
家
庭
建
設
を
助
成
す
る
た
め
に
、
一
子

相
続
裁
判
所
に
次
の
様
な
権
限
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
「
農
場
所
有
者
が
農
民
的
生
活
秩
序
に
反
し
て
、
世
襲
農
場
を
一
子
相
続
人
に

譲
渡
す
る
こ
と
を
怠
る
場
合
に
は
、
一
子
相
続
裁
判
所
は
、
ラ
ン
ト
農
民
指
導
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
当
該
世
襲
農
場
を
一
子
相
続
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛎
）

に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
第
四
三
条
一
項
）
。

　
単
独
所
有
の
世
襲
農
場
ま
た
は
夫
婦
世
襲
農
場
に
関
し
て
、
配
偶
者
が
一
子
相
続
人
と
な
っ
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
「
血
族
拘
束
的
な
一
子

相
続
」
）
場
合
に
も
、
一
子
相
続
裁
判
所
は
、
重
大
な
理
由
あ
る
と
き
に
は
、
ラ
ン
ト
農
民
指
導
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
後
発
一
子
相
続

順
位
の
発
生
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
国
田
く
第
一
五
条
一
項
、
第
二
七
条
一
項
）
。

　
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
一
子
相
続
裁
判
所
は
事
前
に
、
ま
ず
平
和
的
合
意
の
成
立
に
努
め
、
こ
れ
が
不
成
立
に
終
っ
た
場
合
に
、
農
場

所
有
者
に
適
切
な
譲
渡
期
間
を
設
定
す
る
（
第
四
三
条
三
項
、
第
一
五
条
二
項
、
第
二
七
条
二
項
）
。

（
1
）

（
2
）

　
民
賃
け
竃
o
矯
忠
ぎ
岱
忠
ω
旨
o
浮
”
＜
震
o
巳
5
昌
昌
騎
国
賃
舅
o
旨
窪
匡
G
5
α
q
ユ
①
の
国
『
げ
ゲ
o
律
0
3
貫
U
＞
目
（
O
o
葺
の
3
0
ω
＞
o
⇔
轟
昌
g
寓
）
一
〇
お

も
o

’
ω
醤
（
以
下
匡
o
網
R
と
引
用
）
は
、
「
世
襲
農
場
の
女
性
所
有
者
も
、
『
農
民
』
に
包
含
さ
れ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
今
後
は
、
注
（
2
）
に
示

す
様
に
女
性
所
有
者
は
「
農
婦
」
と
称
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
従
っ
て
、
「
農
民
」
に
は
、
世
襲
農
場
の
男
性
所
有
者
と
入
婚
し
た
夫
と
が
、
「
農
婦
」
に
は
、
世
襲
農
場
の
女
性
所
有
者
と
入
婚
し
た
妻
と
が

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
国
田
く
の
文
言
上
は
、
「
入
婚
し
た
夫
」
、
「
入
婚
し
た
妻
」
な
ど
の
表
現
が
多
い
。
「
農
婦
」
と
い
う
表
現

だ
け
で
世
襲
農
場
の
女
性
所
有
者
を
表
わ
し
て
い
る
の
は
第
五
条
一
項
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。



（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

　
国
＝
閃
く
第
四
条
、
七
条
、
九
条
、
　
＝
二
条
、
二
二
条
二
項
、
二
六
条
一
項
、
同
二
項
の
七
つ
で
あ
る
。
第
七
条
の
場
合
に
の
み
、
男
女
が
区

別
さ
れ
ず
女
性
”
妻
に
も
管
理
用
益
権
が
与
え
ら
れ
る
。

　
所
有
者
が
、
許
可
を
拒
絶
す
る
場
合
ま
た
は
協
力
を
第
三
者
に
妨
害
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
一
子
相
続
裁
判
所
は
、
所
有
者
の
許
可
に
代
わ

る
裁
判
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
七
条
一
項
四
文
）
。

　
注
（
4
）
と
同
様
に
、
一
子
相
続
裁
判
所
は
、
用
益
管
理
人
の
許
可
に
代
わ
る
裁
判
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
七
条
二
項
）
。

　
入
婚
し
た
夫
の
農
民
的
管
理
用
益
権
は
、
夫
婦
契
約
に
よ
り
、
排
除
、
廃
止
ま
た
は
期
間
制
限
で
き
る
（
第
四
条
二
項
）
。
そ
の
他
の
場
合
の
管

理
用
益
権
（
注
（
3
）
）
に
も
、
同
様
の
規
定
が
あ
る
。

　
ゆ
O
ゆ
第
二
一
〇
〇
条
に
よ
れ
ば
、
被
相
続
人
は
、
最
初
に
あ
る
者
が
相
続
人
（
先
位
相
続
人
＜
o
器
号
o
）
と
な
り
、
　
そ
の
後
（
例
え
ば
先

位
相
続
人
の
死
亡
時
に
）
別
の
者
が
相
続
人
（
後
位
相
続
人
2
碧
ぼ
き
o
）
と
な
る
旨
の
指
定
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
後
発
一
子

相
続
人
毒
o
諦
震
巽
＞
還
号
o
の
制
度
は
、
切
O
切
第
二
一
〇
〇
条
を
世
襲
農
場
法
制
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
と
い
え
る
。

　
所
有
者
が
女
性
で
あ
り
、
夫
が
農
民
的
用
益
管
理
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
覇
く
第
五
条
一
項
が
準
用
さ
れ
、
女
性
所
有
者
は
夫
と
共
同
し

て
、
共
通
の
卑
属
か
ら
後
発
一
子
相
続
人
を
指
定
で
き
る
（
第
一
二
条
三
項
）
。

　
こ
う
し
た
意
味
で
、
配
偶
者
の
相
続
は
、
「
血
族
拘
束
的
。
。
ぎ
り
8
鴨
ビ
巳
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
一
子
相
続
人
と
な
っ
た
夫
が
再
婚
し
て
も
、
新
し
い
妻
に
は
農
民
的
管
理
用
益
権
は
与
え
ら
れ
な
い
。

　
夫
婦
が
同
等
の
土
地
財
産
を
持
参
し
て
い
る
場
合
に
は
、
夫
婦
世
襲
農
場
は
夫
に
由
来
す
る
と
看
倣
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ち
　
　
ヤ

　
夫
婦
世
襲
農
場
の
場
合
に
、
「
当
該
農
場
が
由
来
し
て
い
な
い
配
偶
者
」
が
一
子
相
続
人
に
な
っ
て
も
、
こ
の
者
が
死
亡
す
れ
ば
、
後
発
一
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

相
続
順
位
が
発
生
し
、
農
場
は
結
局
の
と
こ
ろ
「
当
該
農
場
が
由
来
す
る
配
偶
者
」
の
血
族
に
相
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
世
襲
農
場
が
他
の
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

族
に
流
出
す
る
こ
と
が
防
止
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
「
夫
婦
世
襲
農
場
が
由
来
し
て
い
な
い
配
偶
者
」
の
相
続
は
「
世
襲
農
場
の
単
独

所
有
者
の
配
偶
者
が
一
子
相
続
人
と
な
る
場
合
と
同
様
に
（
注
（
9
）
参
照
）
t
「
血
族
拘
束
的
の
首
需
お
①
言
＆
」
で
あ
る
。

　
農
場
が
ど
ち
ら
に
由
来
す
る
か
に
よ
っ
て
、
基
準
と
な
る
の
が
、
一
子
相
続
人
と
な
っ
た
生
存
配
偶
者
で
あ
る
場
合
と
、
先
死
し
た
配
偶
者
で

あ
る
場
合
と
が
あ
る
。

ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一



（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二

　
当
初
は
三
ケ
月
、
次
に
六
ケ
月
と
さ
れ
（
三
八
年
二
月
二
三
日
付
「
世
襲
農
場
法
に
関
す
る
命
令
」
”
菊
O
国
」
ψ
這
曽
）
、
今
回
一
ケ
年
と

さ
れ
た
。

　
当
初
有
効
期
間
は
三
八
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
と
さ
れ
、
次
に
前
注
の
三
八
年
一
二
月
二
三
日
付
「
命
令
」
に
よ
り
四
〇
年
一
二
月
三
一
日
ま

で
に
延
長
さ
れ
、
今
回
永
続
規
定
と
な
っ
た
。

　
一
子
相
続
裁
判
所
に
よ
る
譲
渡
決
定
の
確
定
に
よ
り
、
世
襲
農
場
の
所
有
権
は
一
子
相
続
人
に
移
転
す
る
（
同
第
五
項
）
。

　
ま
た
、
従
来
こ
の
よ
う
な
「
強
制
的
相
続
な
い
し
強
制
的
な
親
子
間
譲
渡
」
と
同
じ
効
果
を
も
た
ら
す
制
度
と
し
て
、
「
管
理
・
用
益
権
の
劇

奪
h
農
場
小
剥
奪
ζ
9
器
＞
げ
ヨ
巴
R
盲
α
q
」
（
勾
国
O
第
一
五
条
二
項
、
国
＝
≦
O
第
八
五
条
以
下
）
が
あ
っ
た
（
前
稿
①
一
八
頁
参
照
）
。

　
　
　
　
五
　
総
　
括

　
1
　
以
上
本
稿
で
は
、
世
襲
農
場
法
制
に
お
け
る
親
族
・
相
続
法
規
制
を
、
一
九
三
三
年
ラ
イ
ヒ
世
襲
農
場
法
切
国
O
お
よ
び
三
つ
の

施
行
令
を
出
発
点
と
し
、
一
九
三
六
年
世
襲
農
場
法
令
国
＝
園
く
を
経
て
、
一
九
四
三
年
世
襲
農
場
継
続
形
成
令
国
＝
閃
く
に
至
る
ま
で

考
察
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
以
下
の
様
に
総
括
で
き
よ
う
。

　
2
　
ま
ず
閑
国
O
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
考
察
に
お
い
て
も
「
ナ
チ
ス
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
強
く
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
」
と
の
結
論
を

　
　
　
　
（
1
）

得
て
い
る
が
、
こ
の
結
論
は
本
稿
で
見
た
相
続
規
制
に
関
し
て
も
維
持
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
世
襲
農
場
の
相

続
に
関
し
て
被
相
続
人
は
、
死
因
処
分
に
よ
っ
て
一
子
相
続
権
に
よ
る
相
続
順
位
を
排
除
・
制
限
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
二

3
e
、
2
口
）
。
第
二
に
、
法
定
一
子
相
続
順
位
も
厳
格
・
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
男
性
が
優
先
さ
れ
て
い
た
（
二
2
、
5
）
。

そ
し
て
こ
の
男
性
優
先
の
根
拠
が
、
「
古
い
ド
イ
ツ
の
農
民
慣
習
は
男
性
相
続
で
あ
っ
た
こ
と
」
や
、
世
襲
農
場
の
相
続
に
関
し
て
は
家

名
血
族
Z
帥
旨
R
邑
℃
窟
（
u
農
場
に
定
住
す
る
家
門
O
。
ω
魯
一
①
ぽ
の
家
名
を
担
う
者
）
た
る
男
性
が
、
女
性
（
婚
姻
に
際
し
て
家
名
を
失
う
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

多
い
）
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
第
三
に
、
「
一
子
相
続
権
に
よ
る
相
続
順
位
を
制
限
・
排
除
し
な



い
範
囲
で
被
相
続
人
に
与
え
ら
れ
て
い
た
死
因
処
分
の
自
由
も
、
右
の
法
定
一
子
相
続
順
位
と
の
絡
み
で
極
め
て
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ

た
（
二
3
）
Q

　
3
　
次
に
国
＝
閑
く
は
、
右
の
園
国
O
に
よ
る
基
本
的
枠
組
は
あ
く
ま
で
維
持
し
な
が
ら
も
、
規
制
の
厳
格
さ
を
い
く
ら
か
緩
和
し
て

い
る
（
い
わ
ば
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
の
「
後
退
」
）
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
先
順
位
の
一
子
相
続
人
を
飛
越
し
て
後
順
位
の
者
を
一
子
相
続

人
に
指
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
（
三
3
口
）
、
法
定
一
子
相
続
順
位
が
重
大
な
苛
酷
を
も
た
ら
す
場
合
の
救
済
措
置
が
定
め
ら
れ

た
こ
と
（
三
5
）
に
見
ら
れ
る
。

　
4
　
e
　
最
後
に
国
＝
閃
く
に
関
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
次
の
様
な
「
変
容
」
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
は
世
襲
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

場
は
単
独
所
有
が
「
原
則
」
で
あ
り
、
そ
の
所
有
者
晒
「
農
民
」
が
基
本
範
疇
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
国
鵠
吋
く
で
は
農
場

所
有
者
夫
婦
（
所
有
者
と
そ
の
配
偶
者
）
が
基
本
範
疇
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
一
つ
に
は
「
農
民
」

（
な
い
し
「
農
婦
」
）
の
称
号
が
、
所
有
者
の
配
偶
者
に
も
与
え
ら
れ
た
こ
と
（
四
2
）
、
二
つ
に
は
入
婚
し
た
夫
や
生
存
配
偶
者
等
に
農
民
的

管
理
用
益
権
が
与
え
ら
れ
、
一
種
の
「
法
定
夫
婦
財
産
共
同
制
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
（
四
3
、
5
）
に
現
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
単
独

所
有
の
世
襲
農
場
で
も
、
配
偶
者
を
一
子
相
続
人
に
指
定
で
き
る
道
が
大
幅
に
広
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
夫
婦
を
基
礎
範
疇
と
し
て
把
握
す

る
こ
と
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
考
え
ら
れ
る
。

　
国
＝
閃
く
の
第
二
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
国
鵠
勾
く
に
お
い
て
も
既
に
見
ら
れ
た
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
の
『
後
退
ヒ

が
「
固
定
化
」
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
つ
に
は
一
定
の
要
件
の
下
で
母
に
も
法
定
一
子
相
続
順
位
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、

二
つ
に
は
法
定
一
子
相
続
順
位
に
関
し
て
、
娘
等
の
父
母
お
よ
び
兄
弟
に
対
す
る
優
先
を
定
め
る
規
定
が
継
続
規
定
と
な
っ
た
こ
と
（
以

上
四
7
）
、
三
つ
に
は
苛
酷
事
例
救
済
規
定
の
有
効
期
間
制
限
が
徹
廃
さ
れ
た
こ
と
（
四
8
）
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
国
＝
両
く
の
第
三
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
夫
婦
世
襲
農
場
に
関
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
夫
婦

　
　
　
ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三



　
　
　
早
稲
田
法
学
会
誌
第
三
五
巻
（
一
九
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四

世
襲
農
場
の
成
立
は
、
国
＝
閑
く
の
段
階
で
既
に
継
続
的
に
認
め
ら
る
に
至
っ
た
が
（
三
4
e
）
、
国
＝
閃
く
で
は
、
単
独
所
有
世
襲
農
場

か
ら
の
移
行
も
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
（
四
6
e
）
。
さ
ら
に
そ
の
相
続
に
関
し
て
は
、
「
配
偶
者
の
血
族
拘
束
的
一
子
相
続
順
位
」
が
設

け
ら
れ
、
ま
た
農
場
が
夫
婦
の
ど
ち
ら
に
由
来
す
る
か
が
考
慮
さ
れ
、
農
場
の
他
血
族
へ
の
流
出
防
止
が
図
ら
れ
た
（
四
6
0
日
㊨
）
。

⇔
　
国
＝
閏
く
の
特
徴
は
以
上
の
三
つ
に
総
括
で
き
る
が
、
か
か
る
規
制
を
必
然
化
し
た
背
景
と
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず
次
の
二
つ
を
指

摘
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
に
、
四
1
で
も
述
ぺ
た
様
に
、
戦
時
体
制
後
期
に
入
り
食
糧
供
給
を
再
び
自
国
内
で
の
生
産
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
徴
兵

等
に
よ
る
労
働
力
不
足
を
何
ら
か
の
方
法
で
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
局
面
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
立
法
者
が
選
択
し
た
道
が
、

世
襲
農
場
に
お
け
る
家
族
的
結
合
の
強
化
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
農
民
的
管
理
用
益
権
に
よ
る
「
法
定
夫
婦
財
産
共
同
制
」
の

創
設
、
お
よ
び
夫
婦
世
襲
農
場
の
規
定
整
備
を
も
た
ら
す
誘
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
は
、
右
の
様
な
局
面
を
迎
え
、
世
襲
農
場
制
を
農
民
大
衆
に
よ
り
受
け
入
れ
易
い
も
の
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ

ば
世
襲
農
場
制
は
、
そ
れ
と
乖
離
す
る
「
農
民
慣
行
」
に
「
一
定
の
迎
合
」
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
は
、
国
＝
閃
く
に
お
け
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
の
『
後
退
ヒ
の
「
固
定
化
」
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
夫
婦
世
襲
農
場
の
規
定
整
備

は
こ
う
し
た
事
情
か
ら
も
説
明
さ
れ
得
よ
う
。

　
以
上
本
稿
で
は
、
戦
時
体
制
期
の
世
襲
農
場
法
制
の
考
察
を
行
な
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
農
地
法
制
全
体
の
総
括
は
、
同
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

お
け
る
非
世
襲
農
場
地
に
関
す
る
立
法
を
検
討
し
た
後
に
よ
く
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
）
　
前
稿
①
二
6

（
2
）
ω
凶
o
h
R
計
ψ

（
一
〇
頁
以
下
）
、
前
稿
②
四
2

一
8
竃
昌
。
♪
q。
」
8
。

（
一
一
九
頁
以
下
）
参
照
。



（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
当
時
の
論
者
た
ち
は
、
か
か
る
「
原
則
」
の
論
拠
を
、
単
独
所
有
の
方
が
血
族
を
土
地
に
定
着
さ
せ
た
り
土
地
財
産
の
細
分
化
を
防
止
す
る
の
に

役
立
つ
と
い
う
点
に
求
め
て
い
た
。
詳
し
く
は
、
ζ
①
闇
震
ぎ
山
R
oo
賃
9
F
O
8
ヵ
8
窪
器
笛
一
言
昌
の
傷
9
ぎ
象
昌
国
ぽ
ゲ
象
o
ぎ
ゲ
巴
壁
8
亭

傷
9
国
げ
濃
讐
8
コ
∪
》
お
鵠
ω
・
卜
O
さ
に
引
用
の
諸
説
を
参
照
。

　
夫
婦
世
襲
農
場
が
全
世
襲
農
場
中
に
占
め
る
割
合
に
関
す
る
総
合
的
統
計
資
料
の
存
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
一
年
に
世
襲
農
場

登
録
簿
に
登
録
さ
れ
た
世
襲
農
場
の
中
で
夫
婦
世
襲
農
場
（
国
＝
国
く
の
規
定
に
よ
る
も
の
）
の
占
め
る
割
合
は
、
南
部
ド
イ
ツ
で
五
六
％
、
西

部
・
中
部
ド
イ
ツ
で
四
一
％
、
北
部
・
中
部
ド
イ
ツ
で
八
％
で
あ
っ
た
と
い
う
（
ζ
2
2
騨
勲
O
・
）
。
前
二
者
の
高
比
率
が
注
意
を
引
く
。

　
例
え
ば
、
三
注
（
1
1
）
で
述
ぺ
た
家
族
世
襲
財
産
等
解
消
法
や
、
小
作
保
護
法
制
を
全
面
的
に
改
正
し
た
四
〇
年
七
月
三
〇
日
の
ラ
イ
ヒ
賃
貸
借

保
護
令
（
幻
O
ω
一
。
一
ω
●
一
8
0
）
の
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
一
九
八
四
年
一
〇
月
一
日
脱
稿
〉

ナ
チ
ス
戦
時
体
制
に
お
け
る
世
襲
農
場
法
の
改
正
と
親
族
・
相
続
規
制
の
変
容

一
七
五


